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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人が装着し、装着者同士が対面したことを光通信を用いて検出するセンサ端末であって
、
　前記センサ端末を制御する制御部と、
　前記光を放射することによってデータを送信する送信部、及び光を受光することによっ
てデータを受信する受信部のうち少なくとも前記受信部を含む複数の光送受信部と、を備
え、
　前記複数の光送受信部は前記センサ端末の筐体内部に配置され、
　前記複数の光送受信部は前記送信部の光の放射軸又は前記受信部の光の検出軸の延長線
が近づくように配置され、
　前記受信部は、光を受光できる受信可能状態と、光を受光できない受信不可能状態とに
制御可能であって、
　前記制御部は、一部の光送受信部の受信部を同じタイミングに受信可能状態となるよう
に制御することを特徴とするセンサ端末。
【請求項２】
　請求項１に記載のセンサ端末であって、
　前記制御部が実装された本体基板と
　前記複数の光送受信部が実装され、折り曲げ可能なフレキシブル基板と、を備え、
　前記複数の光送受信部への配線が前記フレキシブル基板上に実装され、
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　前記フレキシブル基板と前記本体基板とがコネクタを介して接続されることを特徴とす
るセンサ端末。
【請求項３】
　請求項１に記載のセンサ端末であって、
　前記複数の光送受信部が実装され、折り曲げ可能なフレキシブル基板を備え、
　前記複数の光送受信部は前記フレキシブル基板の各々は左側及び右側に配置され、
　前記左側に配置された少なくとも一つの光送受信部と、前記右側に配置された少なくと
も一つの光送受信部との間のフレキシブル基板を折曲げることによって、前記複数の光送
受信部が、前記送信部の光の放射軸又は前記受信部の光の検出軸の延長線が近づくように
配置されることを特徴とするセンサ端末。
【請求項４】
　請求項１に記載のセンサ端末であって、
　前記複数の光送受信部は前記送信部を含み、
　前記複数の光送受信部の送信部は、光を放射する時間が互いに重複しないように、互い
に異なる時刻に光を放射することを特徴とするセンサ端末。
【請求項５】
　請求項１に記載のセンサ端末であって、
　前記複数の光送受信部は前記送信部を含み、
　他のセンサ端末と時刻を同期し、
　前記制御部は、前記複数の光送受信部の前記送信部が、前記他のセンサ端末が光を放射
していない時刻に、光を放射するように制御することを特徴とするセンサ端末。
【請求項６】
　請求項１に記載のセンサ端末であって、
　前記複数の光送受信部は前記送信部を含み、
　前記複数の光送受信部が含む送信部の有効無効を個別に切り替える送信部切替部と、
　前記複数の光送受信部が含む受信部の有効無効を個別に切り替える受信部切替部と、を
備え、
　診断対象の送信部を前記送信部切替部によって有効化し、診断対象の受信部を前記受信
部切替部によって有効化した状態で、前記診断対象の有効な送信部が放射した光を前記診
断対象の有効な受信部が受光できるか否かを判定することによって、前記診断対象の送信
部及び受信部の異常を診断することを特徴とするセンサ端末。
【請求項７】
　請求項１に記載のセンサ端末であって、
　室内に配置された位置情報送信機によって放射された位置情報を示す光を受光すること
によって位置情報を受信する位置情報受信部を含み、
　前記複数の光送受信部は前記送信部を備え、
　前記複数の光送受信部が含む送信部が放射する光は、前記位置情報送信機が放射する光
よりも直進性が高いことを特徴とするセンサ端末。
【請求項８】
　請求項７に記載のセンサ端末であって、
　前記複数の光送受信部に備わる送信部が放射する光及び前記位置情報送信機が放射する
光が変調され、
　両者は互いに異なる周波数で変調されていることを特徴とするセンサ端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、装着者の対面を検出するセンサ端末に関し、特に、光通信を用いて装着者の
対面を検出するセンサ端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　知的生産の現場においては、労働力ではなく知識こそが主たる生産手段である。しかし
近年では、日進月歩のテクノロジーの進化の中で知識は急速に陳腐化し、知識労働者自身
のみで自らの専門性を維持できなくなった。現代の知識労働者には、自らの専門性を維持
するための能力と知識とを常に向上させることが求められる。また、現代の知識労働者に
は、議論などを通じてステークホルダーの根底にある多様な価値を顕在化させて、組織の
意思決定を速やかに行うための合意形成スキルが求められる。
【０００３】
　組織が知的生産性において競争力を維持するためには、自身の組織を構成する知識労働
者の意思決定プロセスを客観的に正しく評価し、知識労働者の組織内での行動を常に変革
させることが必須である。
【０００４】
　従来の属人的な定性的評価による組織評価に代わり、センサ技術を用いて組織内でのコ
ミュニケーションを可視化し、知的生産プロセスの質を客観的に評価する技術が開発され
ている。
【０００５】
　人が首から下げて装着する端末に備わる赤外線送信機を使って人と人との対面を記録し
、どの人と対面したかという情報と加速度センサ等で取得された情報とを総合して組織内
のコミュニケーションを可視化するためのセンサ端末のハードウェア、システム、及び解
析手法が開示されている（例えば、非特許文献１参照）。
【０００６】
　非特許文献１に開示されたシステムでは、センサ端末は、対面コミュニケーションを検
出するための一対の赤外線送受信機を備える。赤外線は、無線等と比較して指向性が高い
ため、赤外線送受信機は、装着者同士が横向き又は後ろ向きで近くにいただけでは反応せ
ず、装着者同士が対面したことを正確に検出する点で優れている。
【０００７】
　多くの場合、この種のシステムでは赤外線が用いられるが、光通信は一般に直進性及び
指向性が高ければ、赤外線と異なる波長の光（例えば、可視光及び紫外光等）を用いても
よい。
【０００８】
　組織内においては、体格が似通った２人が対面する場合だけではなく、体格の違いによ
り対面者同士のセンサ端末の装着位置が異なっている場合、一方の対面者が座っている場
合、及び対面者同士が正面位置からずれて対面する場合等がある。赤外線通信の通信範囲
を所望の範囲に制限しつつ、上述のような対面を検出するために、複数の赤外線送受信機
が角度を変えて配置されたセンサ端末が開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００９】
　特許文献１に開示されたセンサ端末は、より正確に組織を構成する人々の状態を取得す
るため、赤外線送受信機の他に各種センサを備える。具体的には、各種センサは、センサ
端末の向き及び動きを検出する加速度センサ、発話及び環境音を取得するマイク、並びに
、周囲の環境を取得する温度センサ及び照度センサ等である。これらのセンサは、微小な
アナログ信号を扱うため、電源電圧の変動及び輻射ノイズ等の影響を受けやすい。特に赤
外線送信機の動作時には、赤外線の発光のタイミングで瞬間的に数１〇〇ｍＡ～数Ａの大
電流がセンサ端末の回路基板に流れるため、各種センサが電源電圧の変動及び回路配線か
らの輻射ノイズ等の影響を受けないために、電源設計及び回路配置に特段の配慮が必要で
あった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００８－３０１０７１号公報
【非特許文献】
【００１１】
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【非特許文献１】Daniel Olguin Olguin, et.al.," Sensible Organizations: Technolog
y and Methodology for Automatically Measuring Organizational Behavior.", IEEE Tr
ansactions on Systems, Man, and Cybernetics-Part B: Cybernetics. Vol. 39, No. 1,
 pp. 43-55. February, 2009.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　上述した人装着型のセンサ端末は、装着者に負担を感じさせないため、小型及び軽量で
あることが必須である。また、人と人との対面コミュニケーションをセンサ端末が遺漏な
く検出するためには、センサ端末が複数の光通信の送受信機を備える必要がある。
【００１３】
　しかし、複数の光通信の送受信機が角度を変えてセンサ端末に配置されるためには、光
通信の送受信機が所望の角度に位置決めされる空間が筺体内に必要となる。また、センサ
端末に搭載されるすべての光通信の送受信機を一枚の回路基板上に配置できないため、セ
ンサ端末は、複数のセンサを配置した回路基板とセンサ端末の制御基板とを複数の電線で
接続する構造になる。更に、光通信の送受信機が発光する場合にセンサ端末に流れる大電
流に起因して、複数のセンサを配置した回路基板とセンサ端末の制御基板とを接続する電
線から輻射されるノイズの影響を複数のセンサが受けないようにするため、複数のセンサ
は、当該電線から遠ざけて配置し、また、当該電線に金属導体による遮蔽を施す等の実装
上の配慮が必要である。同時に、電源電圧変動によるセンサの特性の悪化を防止するため
に、光通信の送受信機及びセンサを駆動するための電源を供給する電源ラインに十分な静
電容量を有するバイパスコンデンサを多数配置しなければならない。
【００１４】
　以上のように、複数の光通信の送受信機をセンサ端末に実装するための実装体積の増大
、及びセンサにノイズが入力されることを防止するための回路規模の増大は、センサ端末
全体の寸法、体積、及び重量の増大、並びに堅牢性の低下を招く。
【００１５】
　本発明は、光通信の送受信機を角度を変えて複数配置し、装着者同士の対面情報を遺漏
なく検出しながら、センサ端末の小型化及び堅牢化を図ることができるセンサ端末を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本願において開示される発明の代表的な一例を示せば以下の通りである。すなわち、人
が装着し、装着者同士が対面したことを光通信を用いて検出するセンサ端末であって、前
記センサ端末を制御する制御部と、前記光を放射することによってデータを送信する送信
部、及び光を受光することによってデータを受信する受信部のうち少なくとも前記受信部
を含む複数の光送受信部と、を備え、前記複数の光送受信部は前記センサ端末の筐体内部
に配置され、前記複数の光送受信部は前記送信部の光の放射軸又は前記受信部の光の検出
軸の延長線が近づくように配置され、前記受信部は、光を受光できる受信可能状態と、光
を受光できない受信不可能状態とに制御可能であって、前記制御部は、一部の光送受信部
の受信部を同じタイミングに受信可能状態となるように制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の一態様によれば、光を透過させるために筐体に設けられる開口部を小さくでき
、センサ端末の小型化及び堅牢化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１Ａ】本発明の実施形態のビジネス顕微鏡のシステム構成図である。
【図１Ｂ】本発明の実施形態の名札型センサ端末の構成の説明図である。
【図１Ｃ】本発明の実施形態の基地局の構成の説明図である。
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【図１Ｄ】本発明の実施形態のセンサネットサーバの構成の説明図である。
【図１Ｅ】本発明の実施形態のアプリケーションサーバの構成の説明図である。
【図１Ｆ】本発明の実施形態の診断サーバの構成の説明図である。
【図１Ｇ】本発明の実施形態のクライアントの構成の説明図である。
【図１Ｈ】本発明の実施形態の管理システムの構成の説明図である。
【図２Ａ】本発明の実施形態の名札型センサ端末の上面図である。
【図２Ｂ】本発明の実施形態の名札型センサ端末の正面図である。
【図２Ｃ】本発明の実施形態の名札型センサ端末の下面図である。
【図２Ｄ】本発明の実施形態の名札型センサ端末の右側面図である。
【図２Ｅ】本発明の実施形態の名札型センサ端末の左側面図である。
【図２Ｆ】本発明の実施形態の名札型センサ端末の裏面図である。
【図３Ａ】本発明の実施形態の第１変形例の名札型センサ端末の正面図である。
【図３Ｂ】本発明の実施形態の第１変形例の名札型センサ端末の裏面図である。
【図４Ａ】本発明の実施形態の第２変形例の名札型センサ端末の正面図である。
【図４Ｂ】本発明の実施形態の第２変形例の名札型センサ端末の下面図である。
【図４Ｃ】本発明の実施形態の第２変形例の名札型センサ端末の左側面図である。
【図４Ｄ】本発明の実施形態の第２変形例の名札型センサ端末の裏面図である。
【図５Ａ】本発明の実施形態のクリップによる名札型センサ端末の装着方法の説明図であ
る。
【図５Ｂ】本発明の実施形態の紐による名札型センサ端末の装着方法の説明図である。
【図５Ｃ】本発明の実施形態の名札型センサ端末専用のクリップによる名札型センサ端末
の装着方法の説明図である。
【図６】本発明の実施形態の名札型センサ端末のハードウェア構成図である。
【図７Ａ】本発明の実施形態の名札型センサ端末の装着者が対面してコミュニケーション
を取る場合の説明図である。
【図７Ｂ】本発明の実施形態の椅子に座った装着者と立った状態の装着者とがコミュニケ
ーションを取る場合の説明図である。
【図７Ｃ】本発明の実施形態の同じ机に向かった装着がコミュニケーションを取る場合の
説明図である。
【図８】本発明の実施形態の赤外線送受信機の配置方向の説明図である。
【図９】本発明の実施形態の赤外線送受信機の赤外線の送受信範囲の説明図である。
【図１０Ａ】本発明の実施形態のワイヤ接続によって実装した赤外線送受信機の説明図で
ある。
【図１０Ｂ】本発明の実施形態のフレキシブル基板によって実装した赤外線送受信機の説
明図である。
【図１１Ａ】本発明のフレキシブル基板の赤外線送受信機の折曲部の説明図である。
【図１１Ｂ】本発明のフレキシブル基板の赤外送受信機の折曲部の説明図である。
【図１２】赤外線送受信機が送受信する赤外線データの説明図である。
【図１３】本発明の実施形態のエリアビーコンが送信する赤外線データの説明図である。
【図１４】本発明の実施形態の対面検出赤外線通信方式における赤外線データの送信時間
とエリア検出赤外線通信方式における赤外線データの送信時間との比較図である。
【図１５】本発明の実施形態のエリアビーコンの構成の説明図である。
【図１６】本発明の実施形態の名札型センサ端末の赤外線データの送受信のシーケンスの
説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照しつつ、本発明を実施するための形態を説明する。説明の明確化のた
め、以下の記載及び図面は、適宜、省略及び簡略化がなされている。又、各図面において
、同一要素には同一の符号が付されており、説明の明確化のため、必要に応じて重複説明
は省略されている。
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【００２０】
　本発明の実施形態は、センサ端末に備わる複数の光送受信機を、センサ端末の筐体の外
側に向かって、複数の光送受信機の光軸が複数の光送受信機によって囲まれた面の垂直面
を向くように配置することを特徴とする。
【００２１】
　これによって、筐体に設けられる光を透過させる開口部を小さくすることができ、セン
サ端末の小型化及び軽量化を図ることができる。
【００２２】
　以下において、本発明の実施形態を図１～図１６を参照して説明する。
【００２３】
　本発明における名札型センサ端末の位置づけ及び機能を明らかにするため、まずビジネ
ス顕微鏡システムについて説明する。ここで、ビジネス顕微鏡システムとは、人間に装着
した名札型センサ端末によって取得される装着者の状況及び当該装着者周囲の状況と、装
着者同士の対面情報とを総合して、人物間の関係性と現在の組織の評価（パフォーマンス
）とを組織アクティビティとして図示して組織の改善に役立てるためのシステムである。
【００２４】
　また、名札型センサ端末によって取得される対面検出・行動・音声等に関するデータを
、総称して広く組織ダイナミクスデータと呼ぶ。
【００２５】
　図１Ａ～図１Ｈは本発明の実施形態のビジネス顕微鏡システムの説明図であり、図示の
都合上分割しているが、各々図示された各処理は相互に連携して実行される。
【００２６】
　＜ビジネス顕微鏡システムの説明＞
　図１Ａは、本発明の実施形態のビジネス顕微鏡のシステム構成図である。
【００２７】
　ビジネス顕微鏡システムは、名札型センサ端末ＴＲ、基地局ＧＷ、センサネットサーバ
ＳＳ、アプリケーションサーバＡＳ、クライアントＣＬ、管理システムＡＭ、及びＮＴＰ
（ＮＥＴＷＯＲＫ　ＴＩＭＥ　ＰＲＯＴＯＣＯＬ）サーバＴＳを備える。
【００２８】
　基地局ＧＷは、名札型センサ端末ＴＲとクレイドル又は無線によって接続され、名札型
センサ端末ＴＲとデータ通信可能である。具体的には、名札型センサ端末ＴＲは、組織ダ
イナミクスデータを基地局ＧＷに送信し、基地局ＧＷから各種データを受信する。名札型
センサ端末ＴＲと基地局ＧＷとの間で通信されるデータを送受信データＴＲＳＲＤと呼ぶ
。また、基地局ＧＷは、複数の名札型センサ端末ＴＲで時刻を同期するための時刻情報Ｇ
ＷＣＳＤを名札型センサ端末ＴＲに送信する。名札型センサ端末ＴＲの詳細は図１Ｂで説
明し、基地局ＧＷの詳細は図１Ｃで説明する。
【００２９】
　センサネットサーバＳＳは、基地局ＧＷとネットワークによって接続され、組織ダイナ
ミクスデータを基地局ＧＷから収集し、収集した組織ダイナミクスデータを格納する。セ
ンサネットサーバＳＳの詳細は図１Ｄで説明する。
【００３０】
　アプリケーションサーバＡＳは、センサネットサーバＳＳとネットワークによって接続
され、センサネットサーバＳＳに格納された組織ダイナミックデータを収集し、収集した
組織ダイナミクスデータを解析する。アプリケーションサーバＡＳの詳細は図１Ｅで説明
する。
【００３１】
　クライアントＣＬは、アプリケーションサーバＡＳとネットワークによって接続され、
アプリケーションサーバＡＳによる組織ダイナミクスデータの解析結果を閲覧者に出力す
る。クライアントＣＬの詳細は図１Ｇで説明する。
【００３２】
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　診断サーバＤＳは、ビジネス顕微鏡システムが正常に動作しているかを診断する。診断
サーバＤＳの詳細は図１Ｆで説明する。
【００３３】
　管理システムＡＭは、診断サーバＤＳとネットワークによって接続され、診断サーバＤ
Ｓにビジネス顕微鏡システムの診断を要求し、診断サーバＤＳによる診断結果を閲覧者に
出力する。
【００３４】
　ＮＴＰサーバＴＳは、センサネットサーバＳＳとネットワークによって接続され、正し
い時刻情報を管理し、正しい時刻情報をセンサネットサーバＳＳに送信する。
【００３５】
　図１Ｂは、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲの構成の説明図である。
【００３６】
　名札型センサ端末ＴＲは、組織ダイナミクスデータを取得するために、赤外線送受信部
ＡＢ、及び各種センサを備える。また、名札型センサ端末ＴＲは、取得した組織ダイナミ
クスデータを解析及び格納するために、裏返り検知部ＦＢＤＥＴ、上下検知部ＵＤＤＥＴ
、センサデータ格納制御部ＳＤＣＮＴ、論理和回路ＩＲＯＲ、記憶部ＳＲＴＧ、音声特徴
解析部ＳＮＡ、及びアクティビティ解析部ＡＮＡを備える。また、名札型センサ端末ＴＲ
は、基地局ＧＷと各種データを送受信するために、送受信部ＴＲＳＲ、通信制御部ＴＲＣ
Ｃ、タイミング制御部ＴＲＴＭＧ、送受信データ選択部ＤＳＥＬ、データ切替部ＴＲＤＳ
ＥＬ、及びアソシエイト部ＴＲＴＡを備える。
【００３７】
　また、名札型センサ端末ＴＲは、装着者への出力手段として、表示装置ＬＣＤＤ、表示
切替部ＴＲＤＳＷ、表示制御部ＤＩＳＰ、名札表示部ＤＮＭ、及びスピーカＳＰを備える
。また、名札型センサ端末ＴＲは、ユーザからの入力を受け付けるボタン１ＢＴＮ１～ボ
タン３ＢＴＮ３を備える。また、名札型センサ端末ＴＲは、外部電源ＥＰＯＷが接続され
たことを検出する外部電源接続検出部ＰＤＥＴ、及び、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲ
ＩＲ４に異常があるかを診断する自己診断部ＳＤＧを備える。
【００３８】
　各種センサとは、三軸加速度センサＡＣ、マイクＡＤ、照度センサＬＳ１Ｆ及びＬＳ１
Ｂ、並びに、温度センサＡＥである。三軸加速度センサＡＣは装着者の動作を検出する。
マイクＡＤは、装着者の発話の音、及び装着者の周囲の音を検出する。照度センサＬＳ１
Ｆ及びＬＳ１Ｂは、名札型センサ端末ＴＲの表裏を検出するために照度を検出する。照度
センサＬＳ１Ｆは名札型センサ端末ＴＲの表側に配置され、照度センサＬＳ１Ｂは名札型
センサ端末ＴＲの裏側に配置される。
【００３９】
　なお、図１Ｂに図示した各種センサは一例であり、名札型センサ端末ＴＲは図１Ｂに図
示した各種センサ以外のセンサを搭載してもよい。
【００４０】
　まず、赤外線送受信部ＡＢについて説明する。
【００４１】
　赤外線送受信部ＡＢは、名札型センサ端末ＴＲの固有識別情報であって、記憶部ＳＴＲ
Ｇに記憶される端末情報ＴＲＭＴを周期的に送信する。赤外線送受信部ＡＢは複数の赤外
線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４によって構成される。赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～４
が情報を送信する場合には赤外線を放射するが、赤外線の直進性及び指向性は電磁波の直
進性及び指向性よりも高く、赤外線送受信部ＡＢは名札型センサ端末ＴＲの表側（正面側
）に配置される。
【００４２】
　このため、他の名札型センサ端末ＴＲの装着者が、当該名札型センサ端末ＴＲの装着者
の略正面（例えば、正面又は斜め正面）に位置する場合、当該名札型センサ端末ＴＲ及び
他の名札型センサ端末ＴＲは、それぞれの端末情報ＴＲＭＴを赤外線で通信する。これに
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よって、名札型センサ端末ＴＲは、だれと対面したかを記憶することができる。
【００４３】
　名札型センサ端末ＴＲは、装着者同士がどのような位置関係で対面しても対面を確実に
検出できるように、複数の赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４がそれぞれ角度を変え
て配置される。
【００４４】
　なお、図１Ｂでは図示していないが、名札型センサ端末ＴＲは、赤外線送受信機ＴＲＩ
Ｒ１～ＴＲＩＲ４の他に、左側面及び右側面に配置される赤外線送受信機ＴＲＩＲ５及び
ＴＲＩＲ６を備える（図２Ｂ参照）。
【００４５】
　上述したように、一般に、光はその他の波長の電磁波と比較して直進性が高く、また、
光通信の送受信機の通信範囲をレンズによって光学的に厳密に制御することが容易である
。名札型センサ端末ＴＲは、このような光通信の送受信機（図１Ｂでは赤外線送受信機Ｔ
ＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４）を搭載することによって、他の名札型センサ端末ＴＲの装着者が
単に近接しただけでなく、対面状態にあることを検出できる。本実施形態では、人の目に
見えない波長の赤外光を送受信する４組の赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４を搭載
した名札型センサ端末ＴＲを図示している。
【００４６】
　なお、名札型センサ端末ＴＲが搭載する赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の個数
は複数であれば４個に限定されず、また、本実施形態では、赤外光を使用しているが、も
ちろん、可視光または紫外光を使用してもよい。
【００４７】
　各赤外線送受信機は一般に、赤外線を送信するための赤外線発光ダイオード（赤外線送
信部）と、赤外線を受信する赤外線フォトトランジスタ（赤外線受信部）との組み合わせ
によって構成される。
【００４８】
　なお、すべての赤外線送受信機が赤外線送信部及び赤外線受信部を備えてなくてもよく
、赤外線送信部のみを備える赤外線送受信機があってもよいし、赤外線受信部のみを備え
る赤外線送受信機があってもよい。
【００４９】
　赤外線ＩＤ送信部ＩＲＩＤは、記憶部ＳＴＲＧに格納される端末情報ＴＲＭＴを赤外線
発光ダイオードに出力する。赤外線発光ダイオードは、端末情報ＴＲＭＴが入力されると
、端末情報ＴＲＭＴを示すような発光態様で光を発光する。なお、赤外線ＩＤ送信部ＩＲ
ＩＤは、端末情報ＴＲＭＴ以外の他のデータを赤外線発光ダイオードに出力してもよい。
【００５０】
　本発明では、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４を、名札型センサ端末ＴＲの筐体
の外側に向かって、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の光軸が赤外線送受信機ＴＲ
ＩＲ１～ＴＲＩＲ４によって囲まれた面の垂直面を向くように配置することを特徴とする
。さらに典型的には、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の光軸同士が筐体の外側で
クロスするように、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４を配置する。これによって、
赤外線を透過させるための開口部を小さくでき、名札型センサ端末ＴＲの小型化及び堅牢
化に寄与する。
【００５１】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４のすべての赤外線フォトトランジスタは論理和
回路ＩＲＯＲを介してセンサデータ格納制御部ＳＤＣＮＴに接続される。このため、赤外
線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４のいずれか一つの赤外線フォトトランジスタが赤外線
データを受信していれば、名札型センサ端末ＴＲは赤外線データを受信したと判断する。
【００５２】
　もちろん、各赤外線フォトトランジスタが、論理和回路ＩＲＯＲを介さずセンサデータ
格納制御部ＳＤＣＮＴに接続されてもよい。この場合、名札型センサ端末ＴＲは、どの赤
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外線フォトトランジスタが受信可能状態を把握していれば、例えば、対面する他の名札型
センサ端末ＴＲがどの方向にいるか等の付加的な情報を取得できる。
【００５３】
　次に、エリアビーコン受信部（位置情報受信部）ＡＢＲについて説明する。
【００５４】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４は、装着者同士が対面したことを検出するため
に指向性の高い赤外線を用いてデータを通信するのに対して、エリアビーコン受信部ＡＢ
Ｒは、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４が通信する赤外線よりも指向性の低い赤外
線を用いたデータを受信する。なお、エリアビーコン受信部ＡＢＲの赤外線データの受信
範囲は、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の赤外線フォトトランジスタの受信範囲
よりも広くなる。エリアビーコン受信部ＡＢＲは、例えば、会議室等の部屋ごとに設置さ
れた図１５に示すエリアビーコンによって送信された当該エリアビーコンのＩＤを示す赤
外線データを受信する。これによって、アプリケーションサーバＡＳは、名札型センサ端
末ＴＲのエリアビーコン受信部ＡＢＲが受信したＩＤによって、当該名札型センサ端末Ｔ
Ｒの装着者がいた部屋を特定できる。
【００５５】
　なお、エリアビーコンとエリアビーコン受信部ＡＢＲとの間の通信には、より広範囲で
通信するため、典型的には３８ｋＨｚ等で変調された赤外線が用いられる。
【００５６】
　自己診断部ＳＤＧは、赤外線送受信部ＡＢを構成する赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲ
ＩＲ４の故障を判定するための回路であり、具体的には、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～Ｔ
ＲＩＲ４の各赤外線発光ダイオードから論理和回路ＩＲＯＲへの接続を遮断して、赤外線
送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４を無効化する開閉回路を有する。この開閉回路は、換言
すれば、各赤外線発光ダイオードによって受信されたデータが名札型センサ端末ＴＲに入
力されることを遮断可能な回路である。
【００５７】
　これによって、自己診断部ＳＤＧは、特定の赤外線受信回路が赤外線データを受信でき
るか否かを個別にチェックでき、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の故障を判定で
きる。
【００５８】
　次に、記憶部ＳＴＲＧについて説明する。
【００５９】
　記憶部ＳＴＲＧが、具体的にはハードディスク又はフラッシュメモリ等の不揮発記憶装
置で構成される。
【００６０】
　記憶部ＳＴＲＧには、センサデータＳＥＮＳＤ、纏め送りデータＣＭＢＤ、診断データ
ＤＩＡＧ、ＦＷ（ＦｉｒｍＷａｒｅ）更新データＦＷＵＤ、動作設定ＴＲＭＡ、時計ＴＲ
ＣＫ、端末情報ＴＲＭＴが記憶される。
【００６１】
　センサデータＳＥＮＳＤは、照度センサＬＳ１Ｆ及びＬＳ１Ｂ、三軸加速度センサＡＣ
、温度センサＡＥ、マイクＡＤ、エリアビーコン受信部ＡＢＲ、並びに赤外線送受信部Ａ
Ｂが取得したデータである。センサデータＳＥＮＳＤは、センサデータ格納制御部ＳＤＣ
ＮＴによって記憶部ＳＴＲＧに格納される。センサデータＳＥＮＳＤは、通信制御部ＴＲ
ＣＣによって送信パケットに変換され、送受信部ＴＲＳＲによって基地局ＧＷに送信され
る。
【００６２】
　名札型センサ端末ＴＲと基地局ＧＷとの間のデータの送受信は、無線方式であっても、
有線方式であってもよい。名札型センサ端末ＴＲは、センサデータＳＥＮＳＤを連続的又
は間欠的に無線で送信し続けてもよいし、名札型センサ端末ＴＲがケーブルを介して基地
局ＧＷに接続された場合にセンサデータＳＥＮＳＤを基地局ＧＷに送信してもよい。
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【００６３】
　名札型センサ端末ＴＲがセンサデータＳＥＮＳＤを基地局ＧＷに送信する場合、通信タ
イミング制御部ＴＲＴＭＧは、記憶部ＳＴＲＧからセンサデータＳＥＮＳＤを取り出する
とともに、取り出したセンサデータＳＥＮＳＤを基地局ＧＷに送信するタイミングを制御
する。通信タイミング制御部ＴＲＴＭＧは、送信タイミングを生成するための複数の図示
しないタイムベースを有する。
【００６４】
　纏め送りデータＣＭＢＴは過去に蓄積されたセンサデータＳＥＮＳＤである。診断デー
タＤＩＡＧは、自己診断部ＳＤＧによる赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の診断結
果である。ＦＷ更新データＦＭＵＤは、名札型センサ端末ＴＲを動作させるためのプログ
ラムであるファームウェアを更新するデータである。動作設定ＴＲＭＡは、名札型センサ
端末ＴＲの動作（例えば、表示装置ＬＣＤＤへの表示動作）を設定するためのデータであ
る。時計情報ＴＲＣＫは、名札型センサ端末ＴＲが管理する時刻情報であり、ＮＴＰサー
バＴＳから取得される正確な時刻情報に所定のタイミングで上書きされる。端末情報ＴＲ
ＭＴは赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の赤外線発光ダイオードから送信される名
札型センサ端末ＴＲのＩＤである。
【００６５】
　外部電源接続検出回路ＰＤＥＴは名札型センサ端末ＴＲに外部電源ＥＰＯＷが接続され
たことを検出し、外部電源検出信号ＰＤＥＴＳを生成し、生成した外部電源検出信号ＰＤ
ＥＴＳを送受信データ選択部ＤＳＥＬに入力する。
【００６６】
　送受信データ選択部ＤＳＥＬは、外部電源検出信号ＰＤＥＴＳが入力された場合、通信
タイミング制御部ＴＲＴＭＧの送信タイミングを変更し、データ切替部ＴＲＤＳＥＬを制
御して基地局ＧＷに送信するデータを変更する。具体的には、送受信データ選択部ＤＳＥ
Ｌは、外部電源検出信号ＰＤＥＴＳが入力されると、名札型センサ端末ＴＲが充電中であ
るので、現在のセンサデータＳＥＮＳＤを基地局ＧＷに送信せず、纏め送りデータＣＭＢ
Ｄのうち未送信の纏め送りデータＣＭＢＤを纏めて基地局ＧＷに送信するように、データ
切替部ＴＲＤＳＥＬを制御し、また、ファームウェアの更新データを基地局ＧＷから受信
するようデータ切替部ＴＲＤＳＥＬを制御する。
【００６７】
　次に、名札型センサ端末ＴＲに搭載される各種センサについて説明する。
【００６８】
　照度センサＬＳ１Ｆは名札型センサ端末ＴＲの前面（正面）に配置され、照度センサＬ
Ｓ１Ｂは名札型センサ端末ＴＲの裏面に配置される。照度センサＬＳ１Ｆ及びＬＳ１Ｂに
よって取得されるデータは、センサデータ格納制御部ＳＤＣＮＴによって記憶部ＳＴＲＧ
に格納されるとともに、照度センサＬＳ１Ｆによって取得されたデータと照度センサＬＳ
１Ｂによって取得されたデータとが裏返り検知部ＦＢＤＥＴによって比較される。
【００６９】
　名札型センサ端末ＴＲが正しく装着された場合、名札型センサ端末ＴＲの前面（正面）
に配置される照度センサＬＳ１Ｆが装着者の前方の光を受光し、名札型センサ端末ＴＲの
裏面に搭載される照度センサＬＳ１Ｂは名札型センサ端末ＴＲと装着者との間に挟まれる
位置関係となるため、光を受光しない。このため、名札型センサ端末ＴＲが正しく装着さ
れた場合、照度センサＬＳ１Ｆによって検出される照度は、照度センサＬＳ１Ｂによって
検出される照度よりも大きくなる。
【００７０】
　一方、名札型センサ端末ＴＲが裏返しに装着された場合、照度センサＬＳ１Ｂは、装着
者の前方の光を受光し、照度センサＬＳ１Ｆは名札型センサ端末ＴＲと装着者との間に挟
まれる位置関係となるため、光を受光しない。このため、名札型センサ端末ＴＲが裏返し
に装着された場合、照度センサＬＳ１Ｆによって検出される照度は、照度センサＬＳ１Ｂ
によって検出される照度よりも小さくなる。
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【００７１】
　ここで、裏返り検知部ＦＢＤＥＴが、照度センサＬＳ１Ｆによって検出される照度と、
照度センサＬＳ１Ｂによって検出される照度とを比較することによって、名札型センサ端
末ＴＲが裏返しに装着されているか否かを検出できる。裏返り検知部ＦＢＤＥＴは、名札
型センサ端末ＴＲが裏返しに装着されていることを検出した場合、スピーカＳＰから警告
音を出力し、名札型センサ端末ＴＲが裏返しに装着されている旨を装着者に通知する。
【００７２】
　マイクＡＤは音声情報を取得する。名札型センサ端末ＴＲは、音声情報によって、「騒
々しい」又は「静か」等の周囲の環境を特定できる。音声特徴解析部ＳＮＡが、音声情報
に含まれる人の声を分析することによって、対面コミュニケーションを分析できる。ここ
で、対面コミュニケーションを分析するとは、コミュニケーションが活発であるか停滞し
ているか、相互に対等に会話しているか一方的に話しているのか、怒っているのか笑って
いるか、等を分析することである。音声特徴解析部ＳＮＡは、典型的には、取得した音声
情報の周波数を分析し、又は、取得した音声情報のエネルギーの変化を分析することによ
って、取得した音声情報を分析する。
【００７３】
　さらに、装着者同士が対面しているのにもかかわらず、赤外線送受信部ＡＢが装着者の
立ち位置等に起因して赤外線データを受信できなかった場合であっても、名札型センサ端
末ＴＲは、マイクＡＤによって取得された音声情報及び三軸加速度センサＡＣによって取
得された加速度情報に基づいて当該対面を検出することもできる。
【００７４】
　三軸加速度センサＡＣは、名札型センサ端末ＴＲの加速度データすなわち名札型センサ
端末ＴＲの動きを検出する。名札型センサ端末ＴＲは、三軸加速度センサＡＣによって取
得された加速度データに基づいて、歩行等の行動及び装着者の動きの激しさを解析できる
。さらに、アプリケーションサーバＡＳ等は、複数の名札型センサ端末ＴＲによって検出
された加速度の値を比較することによって、これらの名札型センサ端末ＴＲの装着者のコ
ミュニケーションの活性度、装着者相互のリズム、及び、装着者相互の相関等を解析でき
る。
【００７５】
　センサデータ格納制御部ＳＤＣＮＴは、三軸加速度センサＡＣによって取得された加速
度データをセンサデータＳＥＮＳＤとして記憶部ＳＴＲＧに格納する。
【００７６】
　上下検知部ＵＤＤＥＴは、三軸加速度センサＡＣによって取得された加速度データに基
づいて、名札型センサ端末ＴＲの向きを特定する。これは、三軸加速度センサＡＣによっ
て取得された加速度データには、装着者の動きによる動的な加速度と、地球の重力加速度
による静的な加速度とが含まれることを利用する。
【００７７】
　装着者が名札型センサ端末ＴＲを胸に装着している場合、表示装置ＬＣＤＤには、装着
者の所属及び氏名等の個人情報が表示される。この場合、名札型センサ端末ＴＲは、名札
として機能する。
【００７８】
　一方、装着者が名札型センサ端末ＴＲを手に持ち、表示装置ＬＣＤＤを自分の方に向け
た場合、名札型センサ端末ＴＲの上下が逆になる。この場合、表示装置ＬＣＤＤには、ア
クティビティ解析部ＡＮＡによるセンサデータＳＥＮＳＤの解析結果が表示される。
【００７９】
　すなわち、表示装置ＬＣＤＤの表示内容は、名札型センサ端末ＴＲの向きによって切り
替えられる。
【００８０】
　具体的には、上下検知部ＵＤＤＥＴは、三軸加速度センサＡＣによって取得された加速
度データに基づいて、名札型センサ端末ＴＲの上下が逆になったことを検知し、上下検知
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信号ＵＤＤＥＴＳを表示切替部ＴＲＤＳＷに入力する。表示切替部ＴＲＤＳＷは、上下検
知信号ＵＤＤＥＴＳが入力された場合、表示制御部ＤＩＳＰ及び名札表示部ＤＮＭのうち
表示装置ＬＣＤＤに接続されていない方を、表示装置ＬＣＤＤに接続する。
【００８１】
　表示制御部ＤＩＳＰは、アクティビティ解析部ＡＮＡによるセンサデータＳＥＮＳＤの
解析結果の表示データを生成するとともに、ボタン１ＢＴＮ１～ボタン３ＢＴＮ３の入力
を受け付ける。
【００８２】
　また、名札表示部ＤＮＭは、端末情報ＴＲＭＴに基づいて装着者の所属及び氏名等の個
人情報の表示データを生成する。
【００８３】
　名札型センサ端末ＴＲ間で赤外線送受信部ＡＢ赤外線データを送受信することによって
、名札型センサ端末ＴＲが他の名札型センサ端末ＴＲと対面したか否か、すなわち、名札
型センサ端末ＴＲの装着者同士が対面したか否かがが検出される。このため、名札型セン
サ端末ＴＲは人物の正面に装着されることが望ましい。
【００８４】
　名札型センサ端末ＴＲは多くの場合には複数存在し、それぞれが近い基地局ＧＷと結び
ついてパーソナルエリアネットワークＰＡＮ（図１Ｃ参照）を形成する。
【００８５】
　温度センサＡＥは名札型センサ端末ＴＲのある場所の温度を取得する。
【００８６】
　照度センサＬＳ１Ｆ及びＬＳ１Ｂ並びに温度センサＡＥ等によって、名札型センサ端末
ＴＲは、周囲の環境に関するデータを記憶できる。
【００８７】
　また、名札型センサ端末ＴＲは、照度センサＬＳ１Ｆ及びＬＳ１Ｂによって取得された
照度並びに温度センサＡＥによって取得された温度に基づいて、装着者がある場所から他
の場所に移動したことを検出できる。
【００８８】
　通信タイミング制御部ＴＲＴＭＧは、上述したセンサデータＳＥＮＳＤを基地局ＧＷに
送信するタイミングを制御する他、基地局ＧＷから送信された時刻情報ＧＷＣＳＤを保持
し、一定間隔で時計情報ＴＲＣＫを時刻情報ＧＷＣＳＤに更新する。これは、時間情報Ｔ
ＲＣＫが他の名札型センサ端末ＴＲの時間情報ＴＲＣＫとずれることを防止するためであ
る。
【００８９】
　センサデータ格納制御部ＳＤＣＮＴは、記憶部ＳＴＲＧに記憶された動作設定ＴＲＭＡ
に基づいて、各種センサのセンシング間隔等を制御するとともに、各種センサによって取
得されたデータを管理する。
【００９０】
　通信制御部ＴＲＣＣは、基地局ＧＷに送信するデータを送信に対応したデータフォーマ
ットに従って送信パケットに変換するとともに、基地局ＧＷから受信した受信パケットを
名札型センサ端末ＴＲ内部のデータ形式に変換する。通信制御部ＴＲＣＣは、必要であれ
ば、無線でなく有線による通信機能を備えてもよい。また、通信制御部ＴＲＣＣは、他の
名札型センサ端末ＴＲと送信タイミングが重複しないようにデータ送信を輻輳制御する場
合もある。
【００９１】
　アソシエイトＴＲＴＡは、基地局ＧＷと無線によって通信するように名札型センサ端末
ＴＲを実装する場合、名札型センサ端末ＴＲが図１Ｃに示す基地局ＧＷとパーソナルエリ
アネットワークＰＡＮ（図１Ｃ参照）を形成するためのアソシエイト要求ＴＲＴＡＱ（図
１Ａ参照）を基地局ＧＷに送信する。また、アソシエイトＴＲＴＡは、アソシエイト要求
ＴＲＴＡＱに対する応答であるアソシエイト応答ＴＲＴＡＲ（図１Ａ参照）を基地局ＧＷ
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から受信する。そして、アソシエイトＴＲＴＡは、アソシエイト応答ＴＲＴＡＲを送信し
た基地局ＧＷを、データを送信すべき基地局ＧＷに決定する。
【００９２】
　アソシエイトＴＲＴＡは、名札型センサ端末ＴＲに電源が投入された場合、及び、装着
者が移動して名札型センサ端末ＴＲがこれまでデータを送受信していた基地局ＧＷとデー
タを送受信できなくなった場合、アソシエイト要求ＴＲＴＡＱを送信する。
【００９３】
　アソシエイトＴＲＴＡがアソシエイト要求ＴＲＴＡＱ及びアソシエイト応答ＴＲＴＡＲ
を基地局ＧＷと送受信することによって、名札型センサ端末ＴＲと、当該名札型センサ端
末ＴＲから無線信号が届く範囲の一つの基地局ＧＷとが関連付けられる。
【００９４】
　送受信部ＴＲＳＲは、基地局ＧＷとの間でデータを送受信する。送受信部ＴＲＳＲと基
地局ＧＷとの間の通信は、無線通信であっても、有線通信であってもよい。送受信部ＴＲ
ＳＲと基地局ＧＷとの間の通信が有線通信である場合、送受信部ＴＲＳＲは、有線通信の
ためのコネクタを用いて基地局ＧＷとの間でデータを送受信できる。送受信部ＴＲＳＲに
よって基地局ＧＷとの間で送受信される送受信データＴＲＳＲＤは、パーソナルエリアネ
ットワークＰＡＮを介して送受信される。
【００９５】
　図１Ｃは、本発明の実施形態の基地局ＧＷの構成の説明図である。
【００９６】
　基地局ＧＷは、名札型センサ端末ＴＲとセンサネットサーバＳＳとの間を仲介する。基
地局ＧＷの無線到達距離を考慮して、居室又は職場等の領域が無線到達距離の範囲に含ま
れるように、複数の基地局ＧＷが配置される。
【００９７】
　基地局ＧＷは、送受信部ＧＷＳＲ、記憶部ＧＷＭＥ、時計ＧＷＣＫ、及び制御部（ＧＷ
ＣＯ）を備える。
【００９８】
　送受信部ＧＷＳＲは、名札型センサ端末ＴＲと無線又は有線によってデータを送受信す
るとともに、センサネットサーバＳＳとネットワークＮＷを介してデータを送受信する。
なお、基地局ＧＷと名札型センサ端末ＴＲとが無線によってデータを送受信する場合、送
受信部ＧＷＳＲは、無線によるデータを受信するためのアンテナを備える。
【００９９】
　記憶部ＧＷＭＥは、ハードディスク又はフラッシュメモリ等の不揮発記憶装置である。
記憶部ＧＷＭＥには、動作設定ＧＷＭＡ、データ形式情報ＧＷＭＦ、端末管理テーブルＧ
ＷＴＴ、及び基地局情報ＧＷＭＧが少なくとも格納される。
【０１００】
　動作設定ＧＷＭＡは基地局ＧＷの動作方法を示す情報を含む。
【０１０１】
　データ形式情報ＧＷＭＦは、通信のためのデータ形式を示す情報、及び、名札型センサ
端末ＴＲから受信したセンサデータＳＥＮＳＤ等の組織ダイナミクスデータにタグを付け
るための情報を含む。
【０１０２】
　端末管理テーブルＧＷＴＴは、基地局ＧＷが現在通信可能な配下の名札型センサ端末Ｔ
Ｒの端末情報ＴＲＭＴ、及び、配下の名札型センサ端末ＴＲを管理するために配布するロ
ーカルＩＤを含む。なお、基地局ＧＷが現在通信可能な配下の名札型センサ端末ＴＲは、
アソシエイト中の名札型センサ端末ＴＲともいう。
【０１０３】
　基地局情報ＧＷＭＧは、基地局ＧＷ自身のアドレス等の識別情報を含む。
【０１０４】
　また、記憶部ＧＷＭＥには、名札型センサ端末ＴＲの更新用ファームウェアＧＷＴＦが
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一時的に記憶される。
【０１０５】
　記憶部ＧＷＭＥには、制御部ＧＷＣＯに備わる中央処理部（ＣＰＵ）（図示省略）によ
って実行されるプログラムが記憶されてもよい。
【０１０６】
　時計ＧＷＣＫは時刻情報を保持する。時計ＧＷＣＫが保持する時刻情報は、所定周期で
更新される。具体的には、時計ＧＷＣＫが保持する時刻情報は、ＮＴＰサーバＴＳから取
得した時刻情報に修正される。
【０１０７】
　制御部ＧＷＣＯはＣＰＵ（図示省略）を備える。ＣＰＵが記憶部ＧＷＭＥに記憶される
プログラムを実行することによって、名札型センサ端末ＴＲから組織ダイナミクスデータ
を取得するタイミング、名札型センサ端末ＴＲから組織ダイナミクスデータに関する処理
、名札型センサ端末ＴＲ及びセンサネットサーバＳＳとの間で送受信データＴＲＳＲＤを
送受信するタイミング、ＮＴＰサーバＴＳとの間で時刻情報を同期するタイミング等を管
理する。具体的には、ＣＰＵは、記憶部ＧＷＭＥに記憶されるプログラムを実行すること
によって、通信制御部ＧＷＣＣ、端末管理情報修正部ＧＷＴＦ、アソシエイト部ＧＷＴＡ
、時刻同期管理部ＧＷＣＤ、時刻同期部ＧＷＣＳ、及び、無線通信制御部ＧＷＣＣとして
機能する。
【０１０８】
　通信制御部ＧＷＣＣは、名札型センサ端末ＴＲ及びセンサネットサーバＳＳとの無線又
は有線による通信タイミングを制御する。
【０１０９】
　また、通信制御部ＧＷＣＣは、受信したデータの種類を特定する。具体的には、通信制
御部ＧＷＣＣは、受信したデータのヘッダ部分を参照し、受信したデータが組織ダイナミ
クスデータであるか、アソシエイトのためのデータであるか、時刻同期のレスポンスであ
るか等を特定し、特定した種類に応じて、受信したデータを適当な機能に渡す。
【０１１０】
　なお、通信制御部ＧＷＣＣは、記憶部ＧＷＭＥに記憶されたデータ形式情報ＧＷＭＦを
参照し、送受信に適した形式にデータを変換し、データの種類を示すためのタグ情報を変
換したデータに付与する。
【０１１１】
　アソシエイト部ＧＷＴＡは、名札型センサ端末ＴＲから受信したアソシエイト要求ＴＲ
ＴＡＱに対する応答であるアソシエイト応答ＴＲＴＡＲを当該名札型センサ端末ＴＲに送
信するとともに、アソシエイト要求ＴＲＴＡＱを送信した名札型センサ端末ＴＲに割り当
てるローカルＩＤを送信する。基地局ＧＷと名札型センサ端末ＴＲとの間でアソシエイト
が成立した場合、つまり、基地局ＧＷと名札型センサ端末ＴＲとが通信可能になった場合
、アソシエイト部ＧＷＴＡは、端末管理テーブルＧＷＴＴ及び端末ファームウェアＧＷＴ
Ｆを用いて端末管理情報を修正する。
【０１１２】
　時刻同期管理部ＧＷＣＤは、時刻情報を同期する時刻同期処理の実行間隔、及び時刻同
期処理の実行タイミングを制御し、時刻同期部ＧＷＣＳが時刻同期処理を実行するための
命令を時刻同期部ＧＷＣＳに入力する。
【０１１３】
　なお、図１Ｄに示すセンサネットサーバＳＳが時刻同期管理部を備えてもよい。この場
合、基地局ＧＷは、時刻同期管理ＧＷＣＤを備えなくてもよく、センサネットサーバＳＳ
に備わる時刻同期管理部が、システム全体の基地局ＧＷに同期した時刻情報を送信する。
【０１１４】
　時刻同期部ＧＷＣＳは、ネットワークを介して基地局ＧＷに接続されたＮＴＰサーバＴ
Ｓから時刻情報を取得する。また、時刻同期部ＧＷＣＳは、時計ＧＷＣＫが保持する時刻
情報を、ＮＴＰサーバＴＳから取得した時刻情報に修正する。そして、時刻同期部ＧＷＣ
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Ｓは、名札型センサ端末ＴＲが管理する時刻情報と基地局ＧＷが管理する時刻情報とを同
期する命令を名札型センサ端末ＴＲに送信する。なお、時刻情報の同期命令は、基地局Ｇ
Ｗが管理する時刻情報を含む。
【０１１５】
　図１Ｄは、本発明の実施形態のセンサネットサーバＳＳの構成の説明図である。
【０１１６】
　センサネットサーバＳＳは、名札型センサ端末ＴＲからセンサデータを収集し、収集し
たセンサデータを管理する。具体的には、センサネットサーバＳＳは、基地局ＧＷから送
信されたデータを記憶部ＳＳＭＥに格納するとともに、アプリケーションサーバＡＳ及び
クライアントＣＬからの要求に基づいて組織ダイナミクスデータをアプリケーションサー
バＡＳ及びクライアントＣＬに送信する。
【０１１７】
　また、センサネットサーバＳＳは、基地局ＧＷから制御コマンドを受信し、当該制御コ
マンドに基づいた処理を実行し、当該処理による結果を基地局ＧＷに送信する。
【０１１８】
　センサネットサーバＳＳは、送受信部ＳＳＳＲ、記憶部ＳＳＭＥ、及び制御部ＳＳＣＯ
を備える。
【０１１９】
　なお、基地局ＧＷが時刻同期管理部ＧＷＣＤ処理を実行せず、センサネットサーバＳＳ
が時刻同期管理部ＧＷＣＤ処理を実行する場合、センサネットサーバＳＳは時刻情報を保
持する時計を備える必要がある。
【０１２０】
　送受信部ＳＳＳＲは、基地局ＧＷ、アプリケーションサーバＡＳ、及びクライアントＣ
Ｌと、データを送受信する。具体的には、送受信部ＳＳＳＲは、基地局ＧＷによって送信
された組織ダイナミクスデータを受信し、受信した組織ダイナミクスデータをアプリケー
ションサーバＡＳ又はクライアントＣＬに送信する。
【０１２１】
　記憶部ＳＳＭＥは、ハードディスク又はフラッシュメモリ等の不揮発記憶装置によって
構成され、データテーブルＢＡ、パフォーマンステーブルＢＢ、データ形式情報ＳＳＭＦ
、端末管理テーブルＳＳＴＴ、及び端末ファームウェアＳＳＴＦを少なくとも格納する。
【０１２２】
　また、記憶部ＳＳＭＥは、制御部ＳＳＣＯのＣＰＵ（図示省略）によって実行されるプ
ログラムを格納してもよい。
【０１２３】
　データテーブルＢＡは、名札型センサ端末ＴＲから取得した組織ダイナミクスデータ、
名札型センサ端末ＴＲの情報、及び、名札型センサ端末ＴＲから組織ダイナミクスデータ
を収集した基地局ＧＷの情報等を記憶するデータベースである。データテーブルＢＡには
、組織ダイナミックデータの要素（加速度及び温度等）ごとにカラムが作成される。また
、組織ダイナミクスデータの要素ごとにテーブルが作成されてもよい。どちらの場合であ
っても、組織ダイナミクスデータは、当該組織ダイナミクスデータを取得した名札型セン
サ端末ＴＲの端末情報ＴＲＭＴと、当該組織ダイナミクスデータを名札型センサ端末ＴＲ
が取得した時刻に関する情報とが関連付けられて、データテーブルＢＡに記憶される。
【０１２４】
　パフォーマンステーブルＢＢは、組織及び個人に関する評価（パフォーマンス）と当該
評価が入力された時刻に関する情報とを関連付けて記憶するためのデータベースである。
組織及び個人に関する評価は、パフォーマンス入力部Ｃを介してユーザによって入力され
る。例えば、ユーザが組織及び個人に関する評価を名札型センサ端末ＴＲに入力する場合
、名札型センサ端末ＴＲがパフォーマンス入力部Ｃとして機能する。
【０１２５】
　データ形式情報ＳＳＭＦには、通信のためのデータ形式、基地局ＧＷによってタグが付
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与された組織ダイナミクスデータをタグごとに区分してデータベースに記録する方法、及
び、データの要求に対する対応方法等が記憶される。後述するように、通信制御部ＳＳＣ
Ｃは、データを受信した後、及びデータを送信する前、必ずデータ形式情報ＳＳＭＦを参
照し、データ管理ＳＳＤＡを実行する。
【０１２６】
　端末管理テーブルＳＳＴＴには、どの名札型センサ端末ＴＲが現在どの基地局ＧＷの配
下であるかを示す情報が記憶される。基地局ＧＷは、新たに名札型センサ端末（ＴＲ）が
配下になった場合、自身の識別情報と新たに配下となった名札型センサ端末ＴＲの端末情
報ＴＲＭＴとを含む情報をセンサネットサーバＳＳに送信する。センサネットサーバＳＳ
は、当該情報を受信した場合、端末管理テーブル（ＳＳＴＴ）を更新する。
【０１２７】
　端末ファームウェアＳＳＴＦには、端末ファームウェア登録部ＴＦＩに格納された名札
型センサ端末ＴＲの更新用端末ファームウェアＧＷＴＦが一時的に記憶される。
【０１２８】
　制御部ＳＳＣＯは、中央処理部（ＣＰＵ）（図示省略）を備え、組織ダイナミクスデー
タの送受信並びにデータベースへのデータの格納及び取得を制御する。具体的には、ＣＰ
Ｕは、記憶部ＳＳＭＥに記憶されたプログラムを実行することによって、通信制御部ＳＳ
ＣＣ、端末管理情報修正部ＳＳＴＭ、及びデータ管理部ＳＳＤＡ等として機能する。
【０１２９】
　通信制御部ＳＳＣＣは、基地局ＧＷ、アプリケーションサーバＡＳ、及びクライアント
ＣＬとの通信タイミングを制御する。また、通信制御部ＳＳＣＣは、データを受信した場
合、記憶部ＳＳＭＥに記憶されたデータ形式情報ＳＳＭＦを参照し、受信したデータをセ
ンサネットサーバＳＳ内におけるデータ形式に変換する。また、通信制御部ＳＳＣＣは、
データを送信する場合、送信するデータを送信先に特化したデータ形式に変換する。
【０１３０】
　さらに、通信制御部ＳＳＣＣは、受信したデータのヘッダ部を参照し、受信したデータ
を、当該データの種類に対応する処理部に振り分ける。具体的には、通信制御部ＳＳＣＣ
は、端末管理テーブルＳＳＴＴを更新すべきデータを受信した場合、当該データを端末管
理情報修正部ＳＳＴＭに渡し、その他のデータを受信した場合、受信したデータをデータ
管理部ＳＳＤＡに渡す。
【０１３１】
　また、通信制御部ＳＳＣＣは、送信するデータの宛先を、基地局ＧＷ、アプリケーショ
ンサーバＡＳ及びクライアントＣＬのいずれかに決定する。
【０１３２】
　端末管理情報修正部ＳＳＴＭは、端末管理テーブルＳＳＴＴを更新すべきデータを受け
取った場合、端末管理テーブルＳＳＴＴを更新する。
【０１３３】
　データ管理部ＳＳＤＡは、記憶部ＳＳＭＥに記憶されたデータの修正、取得及び追加を
管理する。例えば、データ管理部ＳＳＤＡは、組織ダイナミクスデータを、組織ダイナミ
クスデータに付与されるタグ情報に基づいて組織ダイナミクスデータの要素ごとにデータ
ベースの適切なカラムに記録する。また、データ管理部ＳＳＤＡは、組織ダイナミクスデ
ータをデータテーブルＢＡから読み出す場合、時刻情報及び端末情報に基づいて必要な組
織ダイナミクスデータを選択し、選択した組織ダイナミクスデータを時刻順に並べ替える
等の処理を実行する。
【０１３４】
　パフォーマンス入力部Ｃには、組織及び個人の評価を示す値（パフォーマンス）が入力
される。ここで、パフォーマンスとは、何らかの基準に基づいて判定される主観的又は客
観的な評価値である。例えば、パフォーマンス入力部Ｃには、所定のタイミングで、名札
型センサ端末ＴＲの装着者は、その時点における何らかの基準に基づく主観的な評価値（
業務の達成度、組織に対する貢献度、及び、満足度等）が入力される。ここで、所定のタ
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イミングとは、例えば、数時間に一度、一日に一度、又は、会議等のイベントが終了した
時点であってもよい。
【０１３５】
　名札型センサ端末ＴＲの装着者は、名札型センサ端末ＴＲを操作して、又は、クライア
ントＣＬ等のパーソナルコンピュータ（ＰＣ）を操作して、個人に関するパフォーマンス
を入力する。また、装着者によって手書きで記入された個人に関するパフォーマンスは、
後にまとめてＰＣに入力されてもよい。
【０１３６】
　本実施形態では、人（ＳＯＣＩＡＬ）、行（ＩＮＴＥＬＬＥＣＴＵＡＬ）、心（ＳＰＩ
ＲＩＴＵＡＬ）、体（ＰＨＹＳＩＣＡＬ）、知（ＥＸＥＣＵＴＩＶＥ）のパフォーマンス
が、個人に関するパフォーマンスとして装着者によって名札型センサ端末ＴＲに入力され
るものとする。
【０１３７】
　「人」は「豊かな人間関係（協力・共感）をつくれましたか」を意味し、「行」は「や
るべきことを実行できましたか」を意味し、「心」は「仕事にやりがい及び充実を感じま
したか」を意味し、「体」は「体に配慮（休養・栄養・運動）できましたか」を意味し、
「知」は「新しい知（気づき、知識）を得ましたか」を意味する。
【０１３８】
　組織に関するパフォーマンスは個人に関するパフォーマンスに基づいて算出されてもよ
い。
【０１３９】
　また、組織に関するパフォーマンスは、装着者によって入力された主観的な個人に関す
るパフォーマンスに基づいて算出されなくてもよい。例えば、数値化された客観的なデー
タが、組織に関するパフォーマンスとして周期的にセンサネットサーバＳＳに入力されて
もよい。数値化された客観的なデータは、例えば、売上高、コスト等、及び顧客のアンケ
ート結果等である。
【０１４０】
　また、生産管理等におけるエラー発生率等のように数値が自動的に取得できる場合、取
得した数値が、組織に関するパフォーマンスとしてセンサネットサーバＳＳに入力されて
もよい。
【０１４１】
　さらに、国民総生産（ＧＮＰ）等の経済指標が、組織に関するパフォーマンスとしてセ
ンサネットサーバＳＳに入力されてもよい。
【０１４２】
　これらの入力されたパフォーマンス値は、組織ダイナミクスデータの解析処理に用いら
れる。
【０１４３】
　図１Ｅは、本発明の実施形態のアプリケーションサーバＡＳの構成の説明図である。
【０１４４】
　アプリケーションサーバＡＳは、組織ダイナミクスデータをセンサネットサーバＳＳか
ら取得し、取得した組織ダイナミクスデータに対して解析処理及びその他の処理を実行す
る。
【０１４５】
　具体的には、アプリケーションサーバＡＳは、クライアントＣＬからの組織ダイナミッ
クデータの解析要求を受け付けた場合、又は、設定された時刻に達した場合、解析アプリ
ケーションを起動する。解析アプリケーションは、図１Ｅに示すモデル化解析部ＣＡとし
て機能し、解析に必要な組織ダイナミクスデータをセンサネットサーバＳＳから取得する
。そして、解析アプリケーションは、取得した組織ダイナミクスデータを解析し、解析結
果をクライアントＣＬに送信する。なお、解析アプリケーションは、解析結果をクライア
ントＣＬに送信せずに解析結果テーブルＦに格納してもよい。
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【０１４６】
　なお、解析アプリケーションは、解析アルゴリズムＤに格納されており、制御部ＡＳＣ
Ｏによって実行される。
【０１４７】
　アプリケーションサーバＡＳは、送受信部ＡＳＳＲ、記憶部ＡＳＭＥ及び制御部ＡＳＣ
Ｏを備える。
【０１４８】
　送受信部ＡＳＳＲは、組織ダイナミクスデータをセンサネットサーバＳＳから受信し、
組織ダイナミクスデータの解析結果をクライアントＣＬに送信する。具体的には、送受信
部ＡＳＳＲは、クライアントＣＬから送信された解析要求を受信し、必要な組織ダイナミ
クスデータの取得要求をセンサネットサーバＳＳに送信する。さらに、送受信部ＡＳＳＲ
は、組織ダイナミクスデータをセンサネットサーバＳＳから受信し、解析アプリケーショ
ンによる解析結果をクライアントＣＬに送信する。
【０１４９】
　記憶部ＡＳＭＥは、ハードディスク、メモリ又は外部記録装置（例えば、ＳＤカード）
によって構成される。記憶部ＡＳＭＥは、解析アプリケーションによる解析の設定条件、
及び、解析アプリケーションによる解析結果を格納する。具体的には、記憶部ＡＳＭＥは
、ユーザ／場所情報テーブルＩ、組織情報テーブルＨ、アンケートＧ、解析結果テーブル
Ｆ、解析条件期間テーブルＥ、及び解析アルゴリズムＤを格納する。
【０１５０】
　ユーザ／場所情報テーブルＩには、ユーザの氏名、職位、及びユーザＩＤ等の個人情報
、並びに、場の情報が登録される。
【０１５１】
　組織情報テーブルＨには、組織をモデル化するために必要なデータ（組織の生産性及び
組織内でのエラー発生率等）と、組織活動をする場合に必要なデータ（気候情報及び株価
情報等）とが一般情報として登録される。
【０１５２】
　アンケートＧには、装着者によって入力される個人に関するパフォーマンス（アンケー
ト結果）と、個人に関するパフォーマンスの質問事項（アンケート）とが登録される。
【０１５３】
　解析結果テーブルＦには、組織ダイナミクスデータの解析結果（組織ダイナミクス指標
）、及び、個人に関するパフォーマンスの解析結果が登録される。
【０１５４】
　解析条件期間テーブルＥには、組織ダイナミクスデータを解析するための解析条件、及
び、組織ダイナミクスデータを解析する期間が一時的に登録される。
【０１５５】
　解析アルゴリズムＤには、組織ダイナミクスデータの解析に用いるプログラムが格納さ
れる。アプリケーションサーバＡＳは、クライアントＣＬからの解析要求に対して適切な
プログラムが選択し、選択したプログラムを制御部ＡＳＣＯに実行させることによって、
解析処理を実行する。
【０１５６】
　制御部ＡＳＣＯは、中央処理部（ＣＰＵ）（図示省略）を備え、データの送受信の制御
及び組織ダイナミクスデータの解析処理を実行する。具体的には、ＣＰＵが記憶部ＡＳＭ
Ｅに格納されたプログラムを実行することによって、通信制御ＡＳＣＣ、及びモデル化解
析ＣＡとして機能する。
【０１５７】
　通信制御部ＡＳＣＣは、センサネットサーバＳＳ及びクライアントデータＣＬとの有線
又は無線による通信のタイミングを制御する。さらに、通信制御ＡＳＣＣは、クライアン
トＣＬ及びセンサネットサーバＳＳの通信に用いるデータ形式と制御部ＡＳＣＯ内部で用
いるデータ形式との間でデータ形式を変換し、受信したデータの種類に対応する処理部に
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受信したデータを振り分ける。
【０１５８】
　モデル化解析部ＣＡは、組織ダイナミクスデータ及びアンケート結果に基づいて、組織
が抱える問題の主要因をモデル化する。モデル化解析部ＣＡは、対面テーブル作成部Ｃ１
Ａ、身体リズムテーブル作成部Ｃ１Ｂ、対面マトリックス作成部Ｃ１Ｃ、ネットワーク指
標抽出部ＣＡＡ、身体リズム指標抽出部ＣＡＢ、対面指標抽出部ＣＡＣ、組織活動指標抽
出部ＣＡＤ、相関分析部ＣＡＥ、因子選択部ＣＡＦ、パーソナリティ指標抽出解析部ＣＡ
１、及びパーソナリティ指標変換解析部ＣＡ２を備える。
【０１５９】
　対面テーブル作成部Ｃ１Ａは、組織ダイナミクスデータを装着者ごとに時系列順に並び
替え、装着者ごとにどの装着者と対面したかを示す対面テーブルを作成する処理を実行す
る。
【０１６０】
　身体リズムテーブル作成部Ｃ１Ｂは、組織ダイナミクスデータを装着者ごとに時系列順
に並び替え、装着者の身体リズムを示す身体リズムテーブルを作成する処理である。
【０１６１】
　対面マトリックス作成部Ｃ１Ｃは、対面テーブル作成部Ｃ１Ａによって作成されたテー
ブルに基づいて、装着装同士の対面を装着者ごとにマトリックス状に纏めたテーブルを作
成する。
【０１６２】
　ネットワーク指標抽出部ＣＡＡは、対面データ作成部Ｃ１Ａによって作成された対面テ
ーブルから、組織ダイナミクスデータの解析結果である組織ダイナミクス指標におけるネ
ットワークに関する指標を解析する。
【０１６３】
　身体リズム指標抽出部ＣＡＢは、身体リズムテーブル作成部Ｃ１Ｂによって作成された
身体リズムテーブルから組織ダイナミクス指標における身体リズムに関する指標を解析す
る。
【０１６４】
　対面指標抽出部ＣＡＣは、対面テーブル及び身体リズムテーブルから組織ダイナミクス
指標における対面に関する指標を解析する。
【０１６５】
　活動指標抽出部ＣＡＤは、対面テーブル及び身体リズムテーブルから組織ダイナミクス
指標における組織に関する指標を解析する。
【０１６６】
　相関分析部ＣＡＥは、組織ダイナミクス指標とアンケート結果との相関を求めるための
分析処理を実行する。
【０１６７】
　因子選択部ＣＡＦは、相関分析部ＣＡＥによる分析の結果、有益な因子を選択する処理
である。
【０１６８】
　パーソナリティ指標抽出解析部ＣＡ１及びパーソナリティ指標変換解析部ＣＡ２は、装
着者によって入力された主観的なデータである個人に関するパフォーマンスを用いずに、
組織ダイナミクスデータを用いてパーソナリティ指標を求めるための処理である。
【０１６９】
　パーソナリティ指標抽出解析部ＣＡ１は、個人に関するパフォーマンスの各アンケート
項目に対して、組織ダイナミクス指標の寄与係数を算出する。当該寄与係数の算出処理は
、パーソナリティ指標抽出解析部ＣＡ１に備わるパーソナリティ指標係数抽出部ＣＡ１Ａ
によって実行される。
【０１７０】
　パーソナリティ指標変換解析部ＣＡ２は、組織ダイナミクス指標と、パーソナリティ指
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標抽出解析部ＣＡ１によって算出された寄与係数とに基づいて、個人に関するパフォーマ
ンスの代替となる指標を算出する。当該指標の算出処理は、パーソナリティ指標変換解析
部ＣＡ２に備わるパーソナリティ指標変換部ＣＡ２Ａによって実行される。
【０１７１】
　モデル解析部ＣＡは、組織ダイナミクスの解析結果を解析結果テーブルＦに格納するか
、組織ダイナミクスの解析結果を送受信部ＡＳＳＲからクライアントＣＬに送信する。
【０１７２】
　図１Ｆは、本発明の実施形態の診断サーバＤＳの構成の説明図である。
【０１７３】
　診断サーバＤＳは、ビジネス顕微鏡のシステムが正常に動作しているか否かを診断する
。診断サーバＤＳは、管理システムＡＭから診断要求を受信した場合、又は設定された時
刻に達した場合、診断アプリケーションを起動する。診断アプリケーションは、診断部Ｄ
ＣＡとして機能する。
【０１７４】
　診断アプリケーションは、センサネットサーバＳＳからデータを取得し、取得したデー
タに異常がないかをデータ整合性チェック部ＤＳＣに判定させる。
【０１７５】
　また、診断アプリケーションは、センサネットサーバＳＳに格納された、名札型センサ
端末ＴＲと基地局ＧＷとの間のハートビートによる通信に関する情報をハートビート集計
部ＤＨＣに取得させる。そして、ハートビート集計部ＤＨＣは、取得しハートビートによ
る通信に関する情報に基づいて、ハートビートによる通信を所定期間していない名札型セ
ンサ端末ＴＲ及び基地局ＧＷを特定する。
【０１７６】
　電池寿命管理部ＤＢＣは、エリアビーコンが電池によって動作する場合、エリアビーコ
ンの電池寿命を管理する。
【０１７７】
　診断サーバＤＳは、診断部ＤＣＡによる診断結果を管理システムＡＭに送信してもよい
し、診断結果データベースＤＦに格納してもよい。管理システムＡＭは、診断結果を受信
した場合、受信した診断結果を表示する。
【０１７８】
　なお、診断アプリケーションは、診断アルゴリズムＤＤＡに格納され、制御部ＤＳＣＯ
によって実行される。
【０１７９】
　診断サーバＤＳは、送受信部ＤＳＳＲ、記憶部ＤＳＭＥ、及び制御部ＤＳＣＯを備える
。
【０１８０】
　送受信部ＤＳＳＲは、センサネットサーバＳＳ及び管理システムＡＭの間で診断結果を
送受信する。具体的には、送受信部ＤＳＳＲは、管理システムＡＭによって送信された診
断要求を受信し、診断に用いる組織ダイナミクスデータの取得要求をセンサネットサーバ
ＳＳに送信する。また、送受信部ＤＳＳＲは、センサネットサーバＳＳから組織ダイナミ
クスデータを受信し、受信した組織ダイナミクスデータを用いて診断した診断結果を管理
システムＡＭに送信する。
【０１８１】
　記憶部ＤＳＭＥは、ハードディスク、メモリ又は外部記録装置（例えば、ＳＤカード）
によって構成される。記憶部ＤＳＭＥは、診断アプリケーションによる診断の設定条件、
及び、診断アプリケーションによる診断結果を格納する。具体的には、記憶部ＤＳＭＥは
、名札端末テーブルＤＴＮ、ビーコンテーブルＤＴＢ、基地局テーブルＤＴＫ、診断条件
期間テーブルＤＴＭ、診断結果テーブルＤＦ、及び診断アルゴリズムＤＤＡを格納する。
【０１８２】
　名札型端末テーブルＤＴＮには、診断の対象となる名札型端末ＴＲに関する情報が登録
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され、ビーコンテーブルＤＴＢには、診断の対象となるエリアビーコンに関する情報が登
録され、基地局テーブルＤＴＣには、診断の対象となる基地局ＧＷに関する情報が登録さ
れる。
【０１８３】
　診断条件期間テーブルＤＴＭには、診断アプリケーションによる診断の条件、及び診断
アプリケーションが診断する期間が登録される。
【０１８４】
　診断結果テーブルＤＦには、診断アプリケーションによる診断結果が登録される。
【０１８５】
　診断アルゴリズムＤＤＡには、ビジネス顕微鏡システムの診断に用いるプログラムが格
納される。診断サーバＤＳは、管理システムＡＭからの診断要求に対して適切なプログラ
ムが選択し、選択した制御部ＤＳＣＯに実行させることによって、診断処理を実行する。
【０１８６】
　制御部ＤＳＣＯは、中央処理部（ＣＰＵ）（図示省略）を備え、データの送受信の制御
及びビジネス顕微鏡システムの診断処理を実行する。具体的には、ＣＰＵ（図示省略）が
記憶部ＤＳＭＥに格納されたプログラムを実行することによって、通信制御部ＤＳＣＣ、
ハートビート集計部ＤＳＣ、電池寿命管理部ＤＢＣ、及びデータ整合性チェック部ＤＳＣ
として機能する。
【０１８７】
　通信制御部ＤＳＣＣは、センサネットサーバＳＳ及び管理システムＡＭとの有線又は無
線による通信のタイミングを制御する。さらに、通信制御ＤＳＣＣは、センサネットサー
バＳＳ及び管理システムＡＭとの通信に用いるデータ形式と、制御部ＤＳＣＯ内部で用い
るデータ形式との間でデータ形式を変換し、受信したデータの種類に対応する処理部に受
信したデータを振り分ける。
【０１８８】
　なお、診断サーバＤＳは、診断部ＤＣＡによる診断結果を診断結果テーブルＤＦに格納
してもよいし、診断部ＤＣＡによる診断結果を送受信部ＤＳＳＲから管理システムＡＭに
送信してもよい。
【０１８９】
　図１Ｇは、本発明の実施形態のクライアントＣＬの構成の説明図である。
【０１９０】
　クライアントＣＬは、ビジネス顕微鏡システムとシステム管理者との接点であり、組織
ダイナミクスデータの解析結果を表示する。
【０１９１】
　クライアントＣＬは、入出力部ＣＬＩＯ、送受信部ＣＬＳＲ、記憶部ＣＬＭＥ、及び、
制御部ＣＬＣＯを備える。
【０１９２】
　入出力部ＣＬＩＯは、システム管理者とのインタフェースとなる。入出力部ＣＬＩＯは
、ディスプレイＣＬＯＤ、キーボードＣＬＩＫ、及びマウスＣＬＩＭ、及び外部入出力Ｃ
ＬＩＵを備える。外部入出力ＣＬＩＵには、必要に応じて他の入出力装置を接続できる。
【０１９３】
　ディスプレイＣＬＯＤは、ＣＲＴ（ＣＡＴＨＯＤＥ－ＲＡＹ　ＴＵＢＥ）又は液晶ディ
スプレイ等の画像表示装置である。ディスプレイＣＬＯＤは、プリンタ等を含んでもよい
。
【０１９４】
　送受信部ＣＬＳＲは、アプリケーションサーバＡＳとの間で、データを送受信する。具
体的には、送受信部ＣＬＳＲは、アプリケーションサーバＡＳに組織ダイナミクスデータ
の解析要求を送信し、アプリケーションサーバＡＳから組織ダイナミクスデータの解析結
果を受信する。
【０１９５】
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　記憶部ＣＬＭＥは、ハードディスク、メモリ、又は外部記録装置（例えば、ＳＤカード
）によって構成される。記憶部ＣＬＭＥは、解析条件ＣＬＭＰ及び描画設定情報ＣＬＭＴ
等の、解析結果の描画に必要な情報を記録する。
【０１９６】
　解析条件ＣＬＭＰには、システム管理者によって設定された解析対象のメンバの数及び
解析方法の選択等の条件が登録される。描画設定情報ＣＬＭＴには、ディスプレイＣＬＯ
Ｄの描画位置に関する情報を記録する。さらに、記憶部ＣＬＭＥには、制御部ＣＬＣＯの
ＣＰＵ（図示省略）によって実行されるプログラムが格納されてもよい。
【０１９７】
　制御部ＣＬＣＯは、ＣＰＵ（図示省略）を備え、アプリケーションサーバＡＳとの間の
通信の制御処理、システム管理者からの解析条件等の入力の受付処理、及び、解析結果を
システム管理者に提示するための描画処理等を実行する。具体的には、ＣＰＵは、記憶部
ＣＬＭＥに格納されたプログラムを実行することによって、通信制御部ＣＬＣＣ、解析条
件設定部ＣＬＩＳ、描画設定部ＣＬＴＳ、及び表示部ＣＬＪとして機能する。
【０１９８】
　通信制御ＣＬＣＣは、アプリケーションサーバＡＳとの間の通信のタイミングを制御す
る。また、通信制御部ＣＬＣＣは、アプリケーションサーバＡＳとの間の通信に用いるデ
ータ形式と、制御部ＣＬＣＯ内部で用いられるデータ形式との間でデータ形式を変換し、
受信したデータの種類に対応する処理部に受信したデータを振り分ける。
【０１９９】
　解析条件設定部ＣＬＩＳは、システム管理者によって入出力部ＣＬＩＯを介して入力さ
れた解析条件を受け取り、受け取った解析条件を記憶部ＣＬＭＥの解析条件ＣＬＭＰに格
納する。解析条件は、解析する組織ダイナミクスデータの期間、解析対象となるメンバ、
解析の種類、及び解析のためのパラメータ等を含む。クライアントＣＬは、入出力部ＣＬ
ＩＯを介して入力された解析条件を含む解析要求をアプリケーションサーバＡＳに送信す
るとともに、描画設定部ＣＬＴＳによる描画設定処理を実行する。
【０２００】
　描画設定部ＣＬＴＳは、解析条件ＣＬＭＰに基づく解析結果を表示する方法、及び、解
析結果を示す図面をプロットする位置を計算する。描画設定部ＣＬＴＳによる描画設定処
理の結果は、記憶部ＣＬＭＥの描画設定情報ＣＬＭＴに登録される。
【０２０１】
　表示部ＣＬＪは、アプリケーションサーバＡＳから受信した解析結果を描画設定情報Ｃ
ＬＭＴに登録された情報に基づいて表示画面を生成する。
【０２０２】
　図１Ｈは、本発明の実施形態の管理システムＡＭの構成の説明図である。
【０２０３】
　管理システムＡＭは、ビジネス顕微鏡システムとシステム管理者との接点であり、ビジ
ネス顕微鏡システムの診断結果を表示する。
【０２０４】
　管理システムＡＭは、入出力部ＡＭＩＯ、送受信部ＡＭＳＲ、記憶部ＡＭＭＥ、及び、
制御部ＡＭＣＯを備える。
【０２０５】
　入出力部ＡＭＩＯは、システム管理者とのインタフェースとなる。入出力部ＡＭＩＯは
、ディスプレイＡＭＯＤ、キーボードＡＭＩＫ、及びマウスＡＭＩＭ、及び外部入出力Ａ
ＭＩＵを備える。外部入出力ＡＭＩＵには、必要に応じて他の入出力装置を接続できる。
【０２０６】
　ディスプレイＡＭＯＤは、ＣＲＴ（ＣＡＴＨＯＤＥ－ＲＡＹ　ＴＵＢＥ）又は液晶ディ
スプレイ等の画像表示装置である。ディスプレイＡＭＯＤは、プリンタ等を含んでもよい
。
【０２０７】
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　送受信部ＡＭＳＲは、診断サーバＤＳとの間で、データを送受信する。具体的には、送
受信部ＡＭＳＲは、診断サーバＤＳに診断要求を送信し、診断サーバＤＳから診断結果を
受信する。
【０２０８】
　記憶部ＡＭＭＥは、ハードディスク、メモリ、又は外部記録装置（例えば、ＳＤカード
）によって構成される。記憶部ＡＭＭＥは、診断条件ＡＭＭＰ及び描画設定情報ＡＭＭＴ
等の、診断結果の描画に必要な情報を記録する。
【０２０９】
　解析条件ＡＭＭＰには、システム管理者によって設定された診断対象、及び診断方法の
選択等の条件が登録される。描画設定情報ＡＭＭＴには、図面端末の部分に何をプロット
するかという描画位置に関する情報を記録する。さらに、記憶部ＡＭＭＥには、制御部Ａ
ＭＣＯのＣＰＵ（図示省略）によって実行されるプログラムが格納されてもよい。
【０２１０】
　制御部ＡＭＣＯは、ＣＰＵ（図示省略）を備え、診断サーバＤＳとの間の通信の制御処
理、システム管理者からの診断条件等の入力の受付処理、及び、診断結果をシステム管理
者に提示するための描画処理等を実行する。具体的には、ＣＰＵは、記憶部ＡＭＭＥに格
納されたプログラムを実行することによって、通信制御部ＡＭＣＣ、診断条件設定部ＡＭ
ＩＳ、描画設定部ＡＭＴＳ、及び表示部ＡＭＪとして機能する。
【０２１１】
　通信制御ＡＭＣＣは、診断サーバＤＳとの間の通信のタイミングを制御する。また、通
信制御部ＡＭＣＣは、診断サーバＤＳとの間の通信に用いるデータ形式と、制御部ＡＭＣ
Ｏ内部で用いられるデータ形式との間でデータ形式を変換し、受信したデータの種類に対
応する処理部に受信したデータを振り分ける。
【０２１２】
　診断条件設定部ＡＭＩＳは、システム管理者によって入出力部ＡＭＩＯを介して入力さ
れた診断条件を受け取り、受け取った診断条件を記憶部ＡＭＭＥの診断条件ＡＭＭＰに格
納する。診断条件は、診断対象となる装置、診断の種類、及び診断のためのパラメータ等
を含む。管理システムＡＭは、入出力部ＡＭＩＯを介して入力された診断条件を含む診断
要求を診断サーバＤＳに送信するとともに、描画設定部ＡＭＴＳによる描画設定処理を実
行する。
【０２１３】
　描画設定部ＡＭＴＳは、診断条件ＡＭＭＰに基づく診断結果を表示する方法、及び、診
断結果を示す図面をプロットする位置を計算する。描画設定部ＡＭＴＳによる描画設定処
理の結果は、記憶部ＡＭＭＥの描画設定情報ＡＭＭＴに登録される。
【０２１４】
　表示部ＡＭＪは、診断サーバＤＳから受信した診断結果を描画設定情報ＡＭＭＴに登録
された情報に基づいて表示画面を生成する。
【０２１５】
　＜名札型センサ端末ＴＲの説明＞
　次に、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲの外観について、図２Ａ～図２Ｆを用
いて説明する。
【０２１６】
　図２Ａ～図２Ｆでは、表示装置ＬＣＤＤを備える名札型センサ端末ＴＲを説明する。表
示装置ＬＣＤＤが装着者側に向いている場合、表示装置ＬＣＤＤには、対面した人数、現
在時刻、及び装着者の歩数等を示す組織アクティビティフィードバックデータ等の装着者
向けの情報が表示される。一方、表示装置ＬＣＤＤが装着者側に向いていない場合、表示
装置ＬＣＤＤには、装着者の所属及び名前等の他の装着者向けの情報が表示される。
【０２１７】
　ここで、図２Ａに示すように、名札型センサ端末ＴＲは、装着者が当該名札型センサ端
末ＴＲを装着する場合に用いるストラップ等を取り付けるための取付部ＮＳＨ１～ＮＳＨ
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３を備える。当該取付部ＮＳＨ１～ＮＳＨ３を備える面を上面と定義し、当該面に対向す
る面を下面と定義する。なお、取付部ＮＳＨ１～ＮＳＨ３の機能については、図５Ａ～図
５Ｃで詳細を説明する。
【０２１８】
　また、装着者が名札型センサ端末ＴＲを装着した場合に装着者側を向く面を背面と定義
し、当該面と対向する面を正面と定義する。
【０２１９】
　さらに、名札型センサ端末ＴＲの正面の左側に位置する面を左側面と定義し、左側面に
対向する面を右側面と定義する。
【０２２０】
　図２Ａは、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲの上面図である。
【０２２１】
　名札型センサ端末ＴＲの上面には、３個の取付部ＮＳＨ１～ＮＳＨ３が形成される。取
付部ＮＳＨ１～ＮＳＨ３は、上面から裏面（図２Ｆ参照）にかけてＬ字に貫通した開口部
によって構成される。装着者は、取付部ＮＳＨ１～ＮＳＨ３の開口部にストラップを通し
、ストラップを装着者の首にかけることによって、名札型センサ端末ＴＲを装着する。
【０２２２】
　なお、取付部ＮＳＨ１～ＮＳＨ３の開口部は名札型センサ端末ＴＲの正面からは見えな
い。
【０２２３】
　また、図２Ａでは、名札型センサ端末ＴＲは３個の取付部を備えるとしたが、３個に限
られず、少なとも１個の取付部を備えればよい。
【０２２４】
　図２Ｂは、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲの正面図である。
【０２２５】
　名札型センサ端末ＴＲの正面には、ＬＥＤランプＬＥＤ１、マイクＭＩＣ、赤外線送受
信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４、エリアビーコン受信部ＡＢＲ、及び照度センサＬＳ１Ｆが
配置される。
【０２２６】
　ＬＥＤランプＬＥＤ１は、装着者及び装着者と対面する人に、名札型センサ端末ＴＲの
状態を通知する。例えば、ＬＥＤランプＬＥＤ１は、例えば、名札型センサ端末ＴＲに異
常が発生した場合に赤色等に発光する。
【０２２７】
　マイクＭＩＣは、名札型センサ端末ＴＲの装着者の発話及び周囲の音を取得する。照度
センサＬＳ１Ｆ及び図２Ｆに示す裏面側に配置された照度センサＬＳ１Ｂは、名札型セン
サ端末ＴＲが装着者側を向いているか否かを判定するために必要な照度情報を検出する。
エリアビーコン受信部ＡＢＲは、図示しないエリアビーコンから送信される赤外線を受信
する。
【０２２８】
　名札型センサ端末ＴＲは複数の赤外線送受信機を備える。図２Ｂでは、名札型センサ端
末ＴＲは、６個の赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６を備える例を示す。
【０２２９】
　４個の赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４は、各赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲ
ＩＲ４に備わる赤外線発光ダイオードが名札型センサ端末ＴＲの正面側から外側に赤外線
を放射し、各赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４に備わる赤外線フォトトランジスタ
が名札型センサ端末ＴＲの正面側から入光する赤外線を受信するように、名札型センサ端
末ＴＲの正面に配置される。なお、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４は、赤外線の
送信範囲及び赤外線の受信範囲を拡大させるために、各々角度を変えて配置される。
【０２３０】
　名札型センサ端末ＴＲの筐体には赤外線を透過する開口部ＩＲＷが形成され、赤外線送
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受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４は、他の名札型センサ端末ＴＲと開口部ＩＲＷを介して赤
外線を送受信する。
【０２３１】
　開口部ＩＲＷは実際の開口であってもよいし、赤外線を透過する部材が開口部ＩＲＷに
取り付けられていてもよい。
【０２３２】
　なお、名札型センサ端末ＴＲの筐体全体が赤外線を透過する部材によって構成さている
場合には、開口部ＩＲＷが筐体に形成されなくてもよい。
【０２３３】
　２個の赤外線送受信機ＴＲＩＲ５及びＴＲＩＲ６は、左側面及び右側面に配置される。
【０２３４】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ５は、赤外線送受信機ＴＲＩＲ５に備わる赤外線発光ダイオー
ドが名札型センサ端末の左側面側から外側に赤外線を放射し、赤外線送受信機ＴＲＩＲ５
に備わる赤外線フォトトランジスタが名札型センサ端末ＴＲの左側面側から入光する赤外
線を受信するように、名札型センサ端末ＴＲの左側面に配置される。
【０２３５】
　また、赤外線送受信機ＴＲＩＲ６は、赤外線送受信機ＴＲＩＲ６に備わる赤外線発光ダ
イオードが名札型センサ端末の右側面側から外側に赤外線を放射し、赤外線送受信機ＴＲ
ＩＲ６に備わる赤外線フォトトランジスタが名札型センサ端末ＴＲの右側面側から入光す
る赤外線を受信するように、名札型センサ端末ＴＲの右側面に配置される。
【０２３６】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ５及びＴＲＩＲ６は、例えば、同じディスプレイ画面を複数人
で見ている場合等の装着者の側面の対面を検出するものであり、装着者の側面に単に位置
した他の装着者及び隣の机で作業している他の装着者の対面を検出するものではない。こ
のため、後者の装着者との対面を誤検出しないように、赤外線送受信機ＴＲＩＲ５及びＴ
ＲＩＲ６の赤外線発光ダイオードの赤外線の出力強度は、名札型センサ端末ＴＲの正面に
配置された赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の赤外線発光ダイオードの赤外線の出
力強度よりも弱く設定される。
【０２３７】
　なお、本発明は、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の配置角度に特徴を有するが
、これについては図８及び図９で詳細を説明する。
【０２３８】
　名札型センサ端末ＴＲは、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６が名札型センサ端末
ＴＲの端末情報ＴＲＭＴを赤外線によって間欠的に送信し、対面した装着者が装着した名
札型センサ端末ＴＲの端末情報ＴＲＭＴを受信することによって、いつ、どの名札型セン
サ端末ＴＲと対面したかを記憶できる。これによって、ビジネス顕微鏡システムは、装着
者同士の対面状況を特定できる。
【０２３９】
　図２Ｃは、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲの下面図である。
【０２４０】
　名札型センサ端末ＴＲの下面には、電源スイッチＰＳＷ、及びクレイドルコネクタＣＲ
ＤＩＦが配置される。
【０２４１】
　電源スイッチＰＳＷは、名札型センサ端末ＴＲの電源をオン・オフするスイッチである
。クレイドルコネクタＣＲＤＩＦは、名札型センサ端末ＴＲを図示しないクレイドルに接
続するためのコネクタである。
【０２４２】
　図２Ｄは、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲの右側面図である。
【０２４３】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ６は、名札型センサ端末ＴＲの右側面から赤外線を放射し、名
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札型センサ端末ＴＲの右側面から赤外線を受信する。
【０２４４】
　図２Ｅは、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲの左側面図である。
【０２４５】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ５は、名札型センサ端末ＴＲの左側面から赤外線を放射し、名
札型センサ端末ＴＲの左側面から赤外線を受信する。
【０２４６】
　名札型センサ端末ＴＲの左側面には、３個のボタンＢＴＮ１～ＢＴＮ３が配置される。
名札型センサ端末ＴＲは、どのボタンがいつ操作されたかを操作履歴として記憶し、操作
履歴を基地局ＧＷに送信する。また、装着者は、ボタンを操作することによって、名札型
センサ端末ＴＲの動作モードを変更し、表示装置ＬＣＤＤの表示を切り替えることができ
る。
【０２４７】
　図２Ｆは、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲの裏面図である。
【０２４８】
　名札型センサ端末ＴＲの裏面には、取付部ＮＳＨ１～ＮＳＨ３の開口が形成され、また
、スピーカＳＰ及び照度センサＬＳ１Ｂが配置される。
【０２４９】
　スピーカＳＰは、名札型センサ端末ＴＲが裏返しに装着されていることを検出した場合
、スピーカＳＰから警告音を出力する。
【０２５０】
　名札型センサ端末ＴＲの構成要素の配置には種々の変形例が考えられ、名札型センサ端
末ＴＲの第１変形例を図３Ａ及び図３Ｂを用いて説明し、名札型センサ端末ＴＲの第２変
形例を図４Ａ～図４Ｄを用いて説明する。
【０２５１】
　名札型センサ端末ＴＲの第１変形例は、表示装置ＬＣＤＤが名札型センサ端末ＴＲの裏
面に配置される変形例である。なお、図３Ａ及び図３Ｂでは、図２Ａ～図２Ｆに示す名札
型センサ端末ＴＲの構成と同じ構成は同じ符号を付与し、説明を省略する。また、第１変
形例の名札型センサ端末ＴＲの上面図、下面図、右側面図、及び左側面図は、それぞれ、
図２Ａ、図２Ｃ、図２Ｄ、及び図２Ｅと同じであるので図示を省略した。
【０２５２】
　図３Ａは、本発明の実施形態の第１変形例の名札型センサ端末ＴＲの正面図である。図
３Ｂは、本発明の実施形態の第１変形例の名札型センサ端末ＴＲの裏面図である。
【０２５３】
　図３Ａ及び図３Ｂに示すように、名札型センサ端末ＴＲの正面には表示装置ＬＣＤＤが
配置されず、名札型センサ端末ＴＲの裏面に表示装置ＬＣＤＤが配置される。
【０２５４】
　なお、第１変形例の名札型センサ端末ＴＲの表示装置ＬＣＤＤには、装着者向けの情報
が専ら表示される。
【０２５５】
　名札型センサ端末ＴＲの第２変形例は、表示装置ＬＣＤＤを備えず、各種センサ及び赤
外線通信による組織ダイナミクスデータの検出及び記憶に特化したものである。なお、図
４Ａ～図４Ｄでは、図２Ａ～図２Ｆに示す名札型センサ端末ＴＲの構成と同じ構成は同じ
符号を付与し、説明を省略する。また、第１変形例の名札型センサ端末ＴＲの上面図、及
び右側面図は、それぞれ、図２Ａ、及び図２Ｄと同じであるので図示を省略した。
【０２５６】
　図４Ａは、本発明の実施形態の第２変形例の名札型センサ端末ＴＲの正面図である。図
４Ｂは、本発明の実施形態の第２変形例の名札型センサ端末ＴＲの下面図である。図４Ｃ
は、本発明の実施形態の第２変形例の名札型センサ端末ＴＲの左側面図である。図４Ｄは
、本発明の実施形態の第２変形例の名札型センサ端末ＴＲの裏面図である。
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【０２５７】
　上述したように、第２変形例の名札型センサ端末ＴＲは、表示装置ＬＣＤＤを備えない
。また、図４Ｃに示すように、名札型センサ端末ＴＲは、１個のボタンＢＴＮ１しか備え
ない。これによって、名札型センサ端末ＴＲを小型化できる。
【０２５８】
　さらに、図２Ａ～図２Ｆ並びに図３Ａ及び図３Ｂに示す名札型センサ端末ＴＲは下面に
電源スイッチＰＳＷが配置されていたのに対して、第２変形例の名札型センサ端末ＴＲは
、左側面に電源スイッチが配置される。
【０２５９】
　次に、名札型センサ端末ＴＲの装着方法について、図５Ａ～図５Ｃを用いて説明する。
【０２６０】
　図５Ａは、本発明の実施形態のクリップによる名札型センサ端末ＴＲの装着方法の説明
図である。
【０２６１】
　クリップは紐状の結合部を備える。結合部の両端にはボタンがあり、結合部は名札型セ
ンサ端末ＴＲの上面の中央部の取付部ＮＳＨ２を上面側から裏面側に通された状態で、当
該ボタンを留めることによって、クリップは名札型センサ端末ＴＲに結合する。
【０２６２】
　クリップによって装着者の衣類等を挟むことによって、名札型センサ端末ＴＲは装着さ
れる。
【０２６３】
　図５Ｂは、本発明の実施形態の紐による名札型センサ端末ＴＲの装着方法の説明図であ
る。
【０２６４】
　名札型センサ端末ＴＲの上面の両端の取付部ＮＳＨ１及びＮＳＨ３に紐を通して、紐に
よってループ状にすることによって、紐と名札型センサ端末ＴＲを結合する。そして、名
札型センサ端末ＴＲと結合した紐を装着者の首からぶら下げることによって、名札型セン
サ端末ＴＲは装着される。
【０２６５】
　図５Ｃは、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲ専用のクリップによる名札型セン
サ端末ＴＲの装着方法の説明図である。
【０２６６】
　名札型センサ端末ＴＲの裏面には、専用の板状のクリップがネジによって固着される。
具体的には、クリップの上端に形成された２カ所のＬ字部Ｌ１及びＬ２が名札型センサ端
末ＴＲの裏面の取付部ＮＳＨ１及びＮＨＳ３に挿入される。そして、クリップは、クリッ
プに形成された２カ所のネジ穴ＳＣＨ１及びＳＣＨ２を介して名札型センサ端末ＴＲの裏
面にネジによって固着される。
【０２６７】
　当該クリップは弾性の材質によって構成されるため、クリップと名札型センサ端末ＴＲ
の裏面との間に装着者の胸ポケット又は襟等を挟むことによって、名札型センサ端末ＴＲ
は装着される。
【０２６８】
　以上によって、名札型センサ端末ＴＲは、一般の名札と同様に人に装着でき、装着者に
違和感を抱かせることなくセンサによる装着者の各種物理量等を取得できる。
【０２６９】
　＜名札型センサ端末ＴＲの内部構成＞
　次に、名札型センサ端末ＴＲの内部構造について、図６を用いて説明する。
【０２７０】
　図６は、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲのハードウェア構成図である。
【０２７１】
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　名札型センサ端末ＴＲは、内蔵された二次電池ＢＡＴＴによって供給された電圧をレギ
ュレータＲＥＧが安定化した電源電圧によって動作する。なお、名札型センサ端末ＴＲは
、図示しないクレイドルを接続するクレイドルインタフェースＣＲＤＩＦを介して外部電
源によって動作することもある。
【０２７２】
　クレイドルは、名札型センサ端末ＴＲに内蔵された二次電池ＢＡＴＴを充電するための
回路を備える装置である。クレイドルは、例えば、外部電源から電源電圧が供給され、名
札型センサ端末ＴＲの二次電池ＢＡＴＴを充電するための充電回路を備えていれば、ケー
ブルであってもよいし、名札型センサ端末ＴＲを置くことによってクレイドルインタフェ
ースＣＲＤＩＦにクレイドルが接続されるような据え置き型の形態であってもよい。
【０２７３】
　なお、名札型センサ端末ＴＲと基地局ＧＷとがデータを有線によって通信する実装では
、クレイドルは、基地局ＧＷとの通信手段を備え、名札型センサ端末ＴＲは、クレイドル
インタフェースＣＲＤＩＦ及びクレイドルを介して基地局ＧＷとデータを通信する。
【０２７４】
　クレイドルインタフェースＣＲＤＩＦと二次電池ＢＡＴＴとは、二本の電源ラインＥＰ
ＯＷ＋及びＥＰＯＷ－によって接続される。電源ラインＥＰＯＷ＋及びＥＰＯＷ－は、外
部電源から名札型センサ端末ＴＲに電源電圧を供給するとともに、外部電源から供給され
た二次電池ＢＡＴＴを充電するためのケーブルである。
【０２７５】
　クレイドルインタフェースＣＲＤＩＦは、クレイドルに接続された場合、外部電源検出
信号ＰＤＥＴＳを名札型センサ端末ＴＲに備わる汎用ＩＯポートＰＩＯに入力する。した
がって、名札型センサ端末ＴＲは、外部電源検出信号ＰＤＥＴＳによって、自身が外部電
源に接続されたか否かを判定できる。
【０２７６】
　マイクロコンピュータＭＣＵは、名札型センサ端末ＴＲを制御する。マクロコンピュー
タＭＣＵは、中央演算処理装置ＣＰＵの他、内部バスＩＢＵＳを介して各種周辺機器が集
積された大規模集積回路（ＬＳＩ）である。一般的に、マイクロコンピュータＭＣＵに集
積される各種周辺機器は、シリアルインタフェース、Ａ／Ｄコンバータ、メモリ、タイマ
、及び汎用ＩＯポート等である。図６では、３チャネルのシリアルインタフェースＳＩＯ
０、ＳＩＯ１、及びＳＩＯ２、Ａ／ＤコンバータＡＤＣ、Ｄ／ＡコンバータＤＡＣ、タイ
マＴＩＭＲ、汎用ＩＯポートＰＩＯ、ランダムアクセスメモリＲＡＭ、フラッシュメモリ
ＦＬＳＨ、リアルタイムクロックＲＴＣ、並びにＩＩＣインタフェースＩＩＣを集積した
マイクロコンピュータＭＣＵの一例を示す。
【０２７７】
　Ａ／ＤコンバータＡＤＣは、マイクＭＩＣ、並びに照度センサＬＳ１Ｆ及びＬＳ１Ｂに
よって取得されたデータをデジタル値に変換する。名札型センサ端末ＴＲは、各種センサ
によって取得された情報及び赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６によって取得された
対面情報とを記憶部ＳＴＲＧに記憶するとともに、通信手段を介して基地局に送信する。
【０２７８】
　ここで、通信手段は、シリアルインタフェースＳＩＯ０に無線通信インタフェースＲＦ
ＩＦを介して接続された無線通信回路ＲＦによって実装されてもよいし、シリアルインタ
フェースＳＩＯ２からクレイドルインタフェースＣＲＤＩＦに接続される外部シリアルポ
ートＥＸＴＳＩＯによって実装されもよい。
【０２７９】
　また、名札型センサ端末ＴＲは、各種センサによって取得されたデータを解析し、解析
結果を表示装置ＬＣＤＤに表示する。表示装置ＬＣＤＤは、表示装置インタフェースＬＣ
ＤＩＦを介してシリアルインタフェースＳＩＯ２に接続される。
【０２８０】
　マイクロコンピュータＭＣＵは、温度センサＴＨＭによって取得される温度データＴＨ
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ＭＤ、及び三軸加速度センサＡＣＣによって取得された加速度データを、ＩＩＣインタフ
ェースＩＩＣを介して取得する。
【０２８１】
　マイクＭＩＣ、並びに照度センサＬＳ１Ｆ及びＬＳ１Ｂは、Ａ／ＤコンバータＡＤＣに
接続される。マイクＭＩＣによって取得された音声は、増幅回路ＩＡＭＰによって適切な
出力に増幅され、フィルタＬＰＦ１によってサンプリングによる折り返しを除去するナイ
キスト周波数で処理された後、Ａ／ＤコンバータＡＤＣによってデジタルデータとして取
得される。
【０２８２】
　スピーカＳＰには、Ｄ／ＡコンバータＤＡＣから出力され、アンプＯＡＭＰによって増
幅された音声データが入力され、スピーカＳＰは当該音声データを出力する。
【０２８３】
　無線通信回路ＲＦは、シリアルバスである無線通信インタフェースＲＦＩＦを介してマ
イコンＭＣＵと通信する。ボタンＢＴＮ１～ＢＴＮ３は汎用入力ポートＰＩＯに接続され
る。
【０２８４】
　シリアルインタフェースＳＩＯ２から記憶部ＳＴＲＧへの記憶部インタフェースＳＴＲ
ＧＩＦ、及びシリアルインタフェースＳＩＯ２からクレイドルインタフェースＣＲＤＩＦ
への外部シリアルポートＥＸＴＳＩＯＥＸＴＳＩＯも、シリアルバスである。
【０２８５】
　リアルタイムクロックＲＴＣは正確な時間情報を管理する。リアルタイムクロックＲＴ
Ｃによって管理される時間情報に基づいてＣＰＵの動作タイミングが決定される。
【０２８６】
　リセットボタンＲＢＴＮは、リセットインタフェースＲＳＴＳを介して中央演算処理装
置ＣＰＵに接続される。リセットボタンＲＢＴＮが押下されることによって、中央演算処
理装置ＣＰＵをリセットできる。
【０２８７】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の赤外線フォトトランジスタは、論理和回路Ｉ
ＲＯＲを介してシリアルインタフェースＳＩＯ１に接続される。すなわち、いずれかの赤
外線フォトトランジスタが赤外線データを受信すれば、論理和回路ＩＲＯＲは、受信した
赤外線データをチャネル１シリアル受信信号ＳＩＯ１ＲｘＤとしてシリアルインタフェー
スＳＩＯ１に入力する。また、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の赤外線発光ダイ
オードは、シリアルインタフェースＳＩＯ１に接続され、シリアルインタフェースＳＩＯ
１からチャネル１シリアル送信信号ＳＩＯ１ＴｘＤが入力された場合、赤外線データを送
信する。
【０２８８】
　本実施形態の名札型センサ端末ＴＲは、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の各赤
外線発光ダイオードとシリアルインタフェースＳＩＯ１との接続を個別に遮断可能なスイ
ッチを備える。なお、当該スイッチは、各赤外線発光ダイオードとシリアルインタフェー
スＳＩＯ１との接続を個別に遮断することによって、各赤外線発光ダイオードを個別に無
効化し、各赤外線発光ダイオードとシリアルインタフェースＳＩＯ１とを接続することに
よって、各赤外線発光ダイオードを個別に有効化する。このため、当該スイッチは、赤外
線発光ダイオードの有効無効を個別に切り替える送信部切替部として機能する。
【０２８９】
　また、名札型センサ端末ＴＲは、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の各赤外線フ
ォトトランジスタと論理和回路ＩＲＯＲとの接続を個別に遮断可能なスイッチを備える。
なお、当該スイッチは、各赤外フォトトランジスタと論理和回路ＩＲＯＲとの接続を個別
に遮断することによって、各赤外線フォトトランジスタを個別に無効化し、各赤外フォト
トランジスタと論理和回路ＩＲＯＲとを接続することによって、各赤外線フォトトランジ
スタを個別に有効化する。このため、当該スイッチは、赤外線フォトトランジスタの有効
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無効を個別に切り替える受信部切替部として機能する。
【０２９０】
　これらのスイッチは、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の各赤外線発光ダイオー
ド及び各赤外線フォトトランジスタの自己診断を可能にする。具体的は、診断対象となる
一つの赤外線発光ダイオードをシリアルインタフェースＳＩＯ１に接続するようにスイッ
チが設定されるとともに、診断対象となる一つの赤外線フォトトランジスタを論理和回路
ＩＲＯＲに接続するようにスイッチが設定される。すなわち、診断対象の赤外線発光ダイ
オード及び赤外線フォトトランジスタは有効化される。そして、診断対象の有効化された
赤外線フォトトランジスタが、診断対象の有効化された赤外線発光ダイオードから送信さ
れた赤外線データを受信できるか否かによって自己診断がなされる。
【０２９１】
　これをすべての赤外線発光ダイオード及び赤外線フォトトランジスタに繰り返す。なお
、赤外線発光ダイオード及び赤外線フォトトランジスタに異常がなければ、有効化された
赤外線発光ダイオードが放射した赤外線は、外部との反射によって、有効化された赤外線
フォトトランジスタによって受信可能である。
【０２９２】
　なお、診断対象の赤外線発光ダイオードの数及び診断対象の赤外線フォトトランジスタ
の数は一つに限られず、複数であってもよい。
【０２９３】
　また、汎用ＩＯポートには、エリアビーコンから送信される赤外線を受信するエリアビ
ーコン受信部ＡＢＲが接続される。
【０２９４】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６は、装着者同士の対面コミュニケーションを検
出するため、指向性の高い赤外線データを通信するのに対して、エリアビーコン受信部Ａ
ＢＲは、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６よりも広範囲で赤外線データを受信する
。このため、エリアビーコンが送信する赤外線データの指向性は、赤外線送受信機ＴＲＩ
Ｒ１～ＴＲＩＲ６が送信する赤外線データの指向性よりも低い。
【０２９５】
　エリアビーコン受信部ＡＢＲは、主に、会議室等に設置されたエリアビーコンのＩＤを
示す赤外線データを受信することによって、装着者がエリアビーコンが設置された部屋に
いることを検出する。エリアビーコンとエリアビーコン受信部ＡＢＲとの間の赤外線通信
は、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６よりも広範囲となるため、典型的には３８ｋ
Ｈｚ等で変調した赤外線が用いられる。
【０２９６】
　＜赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の実装角度の説明＞
　図７Ａ～図７Ｃを用いて、名札型センサ端末ＴＲの赤外線データの送受信範囲について
説明する。
【０２９７】
　図７Ａは、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲ１２及びＴＲ１３の装着者ＨＵＭ
３及びＨＵＭ４が対面してコミュニケーションを取る場合の説明図である。
【０２９８】
　二人の人間が話をする場合、二人の人間が完全に正面で向かい合うことはまれであり、
肩幅程度ずれて向かい合うことが多い。名札型センサ端末ＴＲの赤外線送受信機ＴＲＩＲ
１～ＴＲＩＲ４の赤外線データの送受信範囲が、名札型センサ端末ＴＲの正面と垂直方向
のみであると、名札型センサ端末ＴＲは、肩幅程度ずれて向かい合った装着者の対面を検
出できない。
【０２９９】
　図７Ａに示すように、一般に、装着者ＨＵＭ３が装着した名札型センサ端末ＴＲ１２の
正面の中心と装着者ＨＵＭ４が装着した名札型センサ端末ＴＲ１３の中心とを結んだ線Ｌ
５は、名札型センサ端末ＴＲ１２の正面に対する垂線Ｌ４及び名札型センサ端末ＴＲ１３
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の正面に対する垂線Ｌ５に対して、左右３０度程度の範囲にある。
【０３００】
　このため、名札型センサ端末ＴＲの赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の赤外線デ
ータの左右方向の送受信範囲は、３０度程度必要となる。
【０３０１】
　なお、上述した送受信範囲は一例であり、本発明の赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩ
Ｒ４の左右方向の送受信範囲は、左右にある程度の幅であればよく、３０度に限定される
わけではない。
【０３０２】
　図７Ｂは、本発明の実施形態の椅子に座った装着者ＨＵＭ１と立った状態の装着者ＨＵ
Ｍ２とがコミュニケーションを取る場合の説明図である。
【０３０３】
　椅子に座った人間の頭の高さと立った状態の人間の頭の高さとに差があるので、椅子に
座った人間の上半身はやや上方を向く。
【０３０４】
　図７Ｂに示すように、装着者ＨＵＭ１が装着する名札型センサ端末ＴＲ１０の正面の中
心と装着者ＨＵＭ２が装着する名札型センサ端末ＴＲ１１の正面の中心とを結んだ線Ｌ３
は、名札型センサ端末ＴＲ１０の正面に対する垂線Ｌ１及び名札型センサ端末ＴＲ１１の
正面に対する垂線Ｌ２よりも下方に位置する。
【０３０５】
　したがって、名札型センサ端末ＴＲの赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の赤外線
データの上下方向の送受信範囲は、正面から垂直方向から下方向まで必要となる。
【０３０６】
　図７Ｃは、本発明の実施形態の同じ机に向かった装着者ＨＵＭ５及びＨＵＭ６がコミュ
ニケーションを取る場合の説明図である。
【０３０７】
　装着者ＨＵＭ５が装着する名札型センサ端末ＴＲ１４と装着者ＨＵＭ６が装着する名札
型センサ端末ＴＲ１５とを結んだ線Ｌ７は、名札型センサ端末ＴＲ１４の右側面と名札型
センサ端末ＴＲ１５の左側面とを結んだ線となる。
【０３０８】
　したがって、同じ机に向かった装着者の対面を検出するには、名札型センサ端末ＴＲは
、側面方向にも赤外線データの送受信することが必要となる。本実施形態では、名札型セ
ンサ端末の左側面及び右側面にそれぞれ赤外線送受信機ＴＲＩＲ５及びＴＲＩＲ６が配置
される。
【０３０９】
　なお、装着者から横方向を向いている装着者、及び隣の机で作業をしている装着者との
対面の誤検出を防止するために、名札型センサ端末ＴＲに側面に配置された赤外線送受信
機ＴＲＩＲ５及びＴＲＩＲ６の赤外線発光ダイオードの赤外線出力は、赤外線送受信機Ｔ
ＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の赤外線発光ダイオードの赤外線出力より弱く設定される必要があ
る。
【０３１０】
　図８は、本発明の実施形態の赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の配置方向の説明
図である。
【０３１１】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４は、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１及びＴＲＩＲ２
と赤外線送受信機ＴＲＩＲ３及びＴＲＩＲ４とが左右方向に並んで配置される。
【０３１２】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ１及びＴＲＩＲ２では、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１が赤外線送
受信機ＴＲＩＲ２の上方に配置され、赤外線送受信機ＴＲＩＲ３及びＴＲＩＲ４では、赤
外線送受信機ＴＲＩＲ４が赤外線送受信機ＴＲＩＲ３の上方に配置される。
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【０３１３】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４は、名札型センサ端末ＴＲの正面側に１５度内
側に向かって配置される。
【０３１４】
　換言すれば、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４は、各赤外線送受信機の赤外線発
光ダイオードが赤外線を発光する発光軸及び赤外線フォトトランジスタが赤外線を受光す
る受光軸（以下、発光軸及び受光軸を総称して光軸という）が、名札型センサ端末ＴＲの
正面側方向に向かって近づくように配置される。
【０３１５】
　なお、赤外線の出力強度が弱い場合であっても、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ
４の光軸の延長線が名札型センサ端末ＴＲの正面側に向かって近づくように、赤外線送受
信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４が配置される。
【０３１６】
　さらに、赤外線送受信機ＴＲＩＲ２及びＴＲＩＲ３の上方に配置された赤外線送受信機
ＴＲＩＲ１及びＴＲＩＲ４は、赤外線発光ダイオードが赤外線を発光する発光軸及び赤外
線フォトトランジスタが赤外線を受光する受光軸が、３０度下方を向くように配置される
。
【０３１７】
　図９は、本発明の実施形態の赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の赤外線の送受信
範囲の説明図である。
【０３１８】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４を図８で説明したように配置したことによって
、左側に位置する赤外線送受信機ＴＲＩＲ１及びＴＲＩＲ２は、名札型センサ端末ＴＲの
正面から右方向に赤外線データを送信するとともに、名札型センサ端末ＴＲの正面の右方
向の赤外線データを受信する。また、右側に位置する赤外線送受信機ＴＲＩＲ３及びＴＲ
ＩＲ４は、名札型センサ端末ＴＲの正面から左方向に赤外線データを送信するとともに、
名札型センサ端末ＴＲの正面の左方向の赤外線データを受信する。
【０３１９】
　図９に示すように、名札型センサ端末ＴＲを上方から見ると、左右に配置された赤外線
送受信機の光軸の延長線が交差する。図９に示すように、赤外線送受信機ＴＲＩＲ２及び
ＴＲＩＲ３自体の感度がプラスマイナス１５度である場合、赤外線送受信機ＴＲＩＲ２及
びＴＲＩＲ３の筐体への配置角度である１５度であるため、赤外線送受信機ＴＲＩＲ２及
びＴＲＩＲ３の赤外先データの左右方向の送受信範囲は６０度に拡大される。
【０３２０】
　これによって、名札型センサ端末ＴＲは図７Ａに示すような肩幅程度ずれた装着者同士
の対面も検出できる。
【０３２１】
　なお、本発明は、上述した赤外線送受信機の数及び赤外線送受信機の配置角度には限定
されない。
【０３２２】
　以上のように、複数の赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４を、光軸が近づくように
配置するので、筐体の開口部ＩＲＷを小さくすることができ、名札型センサ端末ＴＲを小
型化することができるとともに、筐体の堅牢性を向上させることができる。
【０３２３】
　＜赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の実装方法の説明＞
　次に、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の実装方法について、図１０Ａ～図１１
Ｂを用いて説明する。
【０３２４】
　図１０Ａは、本発明の実施形態のワイヤ接続によって実装した赤外線送受信機ＴＲＩＲ
１～ＴＲＩＲ４の説明図である。
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【０３２５】
　各赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４が搭載された小型基板は、名札型センサ端末
ＴＲのメイン基板ＴＲＰＣＢにワイヤＩＲＩＦ１～ＩＲＩＦ４によって接続される。メイ
ン基板ＴＲＰＣＢは、マイクロコンピュータＭＣＵを搭載した基板である。
【０３２６】
　ワイヤＩＲＩＦ１～ＩＲＩＦ４は、左側に配置される赤外線送受信機ＴＲＩＲ１及びＴ
ＲＩＲ２の右側に接続され、右側に配置される赤外線送受信ＴＲＩＲ３及びＴＲＩＲ４の
左側に配置され、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１及びＴＲＩＲ２と赤外線送受信ＴＲＩＲ３及
びＴＲＩＲ４との間に集約されてメイン基板ＴＲＰＣＢに接続される。このため、ワイヤ
ＩＲＩＦ１～ＩＲＩＦ４が赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の他の位置に接続され
る場合よりも、ワイヤＩＲＩＦ１～ＩＲＩＦ４の配線長を短くすることができる。これに
よって、名札型センサ端末ＴＲの筺体を小型化できる。また、大きな電流が流れる赤外線
発光ダイオードへの配線も短縮できるので、当該配線から輻射される電磁波を低減でき、
各種センサへの電気的なノイズを抑制し、センサの性能を向上させることできる。
【０３２７】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４が搭載された各小型基板には、赤外線発光ダイ
オードの発光時のノイズを抑制するために、バイパスコンデンサＢＰＣＳが搭載される。
このバイパスコンデンサＢＰＣＳは小型基板の面積のうち赤外線送受信機の面積よりも小
さい面積のものでなくてはならないため、小型基板に搭載可能なバイパスコンデンサＢＰ
ＣＳは小型のものに限定される。
【０３２８】
　また、配線は自由に曲げることができるため、赤外線送受信機を筐体内に所望の角度で
配置できる。
【０３２９】
　図１０Ｂは、本発明の実施形態のフレキシブル基板によって実装した赤外線送受信機Ｔ
ＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の説明図である。
【０３３０】
　フレキシブル基板は、多層のフィルム基板によって構成されるプリント基板であって、
エポキシ樹脂によって構成される通常の基板よりも薄型であってしなやかである。
【０３３１】
　赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４は一枚のフレキシブル基板上に実装され、フレ
キシブル基板のコネクタは、メイン基板ＴＲＰＣＢに備わるコネクタＩＲＦＰＣＮを介し
てメイン基板ＴＲＰＣＢに接続される。
【０３３２】
　フレキシブル基板のコネクタから各赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４への配線は
フレキシブル基板上にフレキシブル基板の製造時になされる。このため、名札型センサ端
末ＴＲの組み立て時には、フレキシブル基板のコネクタをメイン基板ＴＲＰＣＢのコネク
タＩＲＦＰＣＮに挿入するだけでよく、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４への配線
作業は不要である。
【０３３３】
　また、フレキシブル基板上にはメイン基板ＴＲＰＣＢから各赤外線送受信機ＴＲＩＲ１
～ＴＲＩＲ４への配線がプリントされるので、プリント基板の面積は図１０Ａに示す赤外
線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４を搭載する小型基板よりも大きくなる。このため、フ
レキシブル基板は、静電容量がバイパスコンデンサＢＰＣＳより大きなバイパスコンデン
サＢＰＣＬも搭載できる。これによって、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４をフレ
キシブル基板を用いて名札型センサ端末ＴＲに実装した方が、ワイヤＩＲＩＦ１～ＩＲＩ
Ｆ４を用いて実装する場合よりも、赤外線発光ダイオードの発光時のノイズを抑制できる
。
【０３３４】
　また、フレキシブル基板は、図８及び図９に示すように赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～Ｔ
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ＲＩＲ４を配置するためにフレキシブル基板を折り曲げる折曲部を有する。折曲部ＤＬ１
～ＤＬ４を折り曲げることによって、赤外線送受信機ＴＲＩＲ２及びＴＲＩＲ３が内側を
向くように配置でき、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１及びＴＲＩＲ４を内側かつ下方を向くよ
うに配置できる。
【０３３５】
　図１１Ａ及び図１１Ｂを用いて、折曲部ＤＬ１～ＤＬ４について説明する。
【０３３６】
　図１１Ａは、本発明のフレキシブル基板の赤外線送受信機ＴＲＩＲ１の折曲部ＤＬ１の
説明図である。
【０３３７】
　折曲部ＤＬ１が折曲げられることによって、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１は、正面側に１
５度内側を向き、かつ、３０度下方側を向くように配置される。
【０３３８】
　なお、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１の配置角度の基準は、折曲部ＤＬ１～ＤＬ４に囲まれ
る台座部ＢＡＳＥの延長面である。
【０３３９】
　折曲部ＤＬ４について図示は省略するが、図１１Ａで説明した折曲部ＤＬ１と同様に、
折曲部ＤＬ４に沿ってフレキシブル基板が折曲げられることによって、赤外線送受信機Ｔ
ＲＩＲ４は、正面側に１５度内側を向き、かつ、３０度下方側を向くように配置される。
【０３４０】
　図１１Ｂは、本発明のフレキシブル基板の赤外送受信機ＴＲＩＲ２の折曲部ＤＬ２の説
明図である。
【０３４１】
　折曲部ＤＬ２が折曲げられることによって、赤外線送受信機ＴＲＩＲ２は、正面側に１
５度内側を向くように配置される。
【０３４２】
　図１０Ｂに示すように、上下方向に配置される赤外線送受信機ＴＲＩＲ１及び赤外線送
受信機ＴＲＩＲ２が搭載される箇所の間のフレキシブル基板に切欠部を設けるので、赤外
線送受信機ＴＲＩＲ１の設置角度を維持したまま、赤外線送受信機ＴＲＩＲ２を正面側に
向かって内側の角度をつけて配置することができる。
【０３４３】
　折曲部ＤＬ３について図示は省略するが、図１１Ｂで説明した折曲部ＤＬ２と同様に、
折曲部ＤＬ２に沿ってフレキシブル基板が折曲げられることによって、赤外線送受信機Ｔ
ＲＩＲ３は、正面側に１５度内側を向くように配置される。
【０３４４】
　以上のように、フレキシブル基板の左側に配置される赤外線送受信機ＴＲＩＲ１及びＴ
ＲＩＲ２とフレキシブル基板の右側に配置される赤外線送受信機ＴＲＩＲ３及びＴＲＩＲ
４との間の折曲部ＤＬ１～ＤＬ４が折曲げられることによって、赤外線送受信機ＴＲＩＲ
１～ＴＲＩＲ４を、光軸が近づくように角度をつけて配置できる。折曲部ＤＬ１～ＤＬ４
が折曲げられた状態では、フレキシブル基板の台座部ＢＡＳＥの正面側と角度をつけて配
置された赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４との間にスペースが生まれる。当該スペ
ースに位置するようにバイパスコンデンサＢＰＣＬをフレキシブル基板に搭載することに
よって、デッドスペースにバイパスコンデンサＢＰＣＬを配置できるため、バイパスコン
デンサＢＰＣＬの配置スペースを筐体内に設けなくてもよいので、名札型無線端末ＴＲを
小型化できる。
【０３４５】
　＜対面検出赤外線通信方式の説明＞
　次に、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６が送受信する赤外線データについて図１
２を用いて説明する。図１２は、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６が送受信する赤
外線データの説明図である。
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【０３４６】
　図１２（Ａ）に示すように、赤外線データは合計４バイトのデータ列によって構成され
る。具体的には、赤外線データは、２バイトのデータ部と２バイトのＣＲＣ１６部とによ
って構成される。データ部には端末情報ＴＲＭＴが登録され、ＣＲＣ１６部には赤外線デ
ータが正しく受信できたか否かを判定するための情報が登録される。
【０３４７】
　赤外線データは１バイトごとに符号化されて送信される。符号化されたバイトごとの赤
外線データは、図１２（Ｂ）に示すように、各バイトの先頭を示す論理値０の１ビットの
スタートビットと、送信する８ビットのデータと、各バイトの末尾を示す論理値１の１ビ
ットのストップビットと、の合計１０ビットのデータとなる。
【０３４８】
　図１２（Ｃ）に示すように、本実施形態の赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の赤
外線発光ダイオードは、１ビットを送信するのに１６μｓかかる。このため、赤外線発光
ダイオードは、１バイトのデータ列を送信するのに０．１６ｍｓかかり、赤外線データの
全データ列を送信するのに０．６４ｍｓかかる。この０．６４ｍｓという時間は、赤外線
発光ダイオードが１ｓに１回赤外線データを送信するとすれば、送信周期である１ｓに比
べて十分短い時間であり、送信時間として好適である。
【０３４９】
　また、図１２（Ｃ）は、１ビットの送信波形の一例を示し、赤外線発光ダイオードは、
ビットが論理値１を示す場合に発光せず、ビットが論理値０を示す場合に発光する。赤外
線発光ダイオードが、論理値０を示すために発光する場合、発光時間を発光パルスを１ビ
ットの送信時間である１６μｓよりも短くする。これによって、赤外線発光ダイオードの
消費電力を低減できる。なお、図１２（Ｃ）では、赤外線発光ダイオードの発光時間が３
μｓである場合の例を示す。
【０３５０】
　＜エリア検出赤外線通信方式の説明＞
　エリアビーコンが送信する赤外線データについて図１３を用いて説明する。図１３は、
本発明の実施形態のエリアビーコンが送信する赤外線データの説明図である。
【０３５１】
　エリアビーコンが送信する赤外線データは、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６が
送受信する赤外線データよりも指向性が低く、送信可能距離も長い。なお、エリアビーコ
ンが送信する赤外線データの指向性は、名札型センサ端末ＴＲのエリアビーコン受信部Ａ
ＢＲが当該赤外線データの反射光によっても当該データを受信可能な程度にすることが好
適である。
【０３５２】
　エリアビーコンが送信する赤外線データは、図１３（Ａ）に示すように、リーダコード
部と、１６ビット（２バイト）のデータコード部と、１６ビット（２バイト）の反転デー
タコード部と、ストップビットとによって構成される。データコード部にはエリアビーコ
ンの識別情報が登録される。反転データコード部には、データコード部に登録された論理
値を反転した論理値が登録され、赤外線データが正しく受信できたか否かに用いられる。
リーダコード部は、エリアビーコンが送信する赤外線データの先頭を示すデータである。
【０３５３】
　エリアビーコンは、リーダコードとして、図１２（Ｂ）に示すように、論理値１を１ｍ
ｓ間送信し、論理値０を１ｍｓ間送信する。
【０３５４】
　エリアビーコンが送信する赤外線データは、１ビットごとに符号されて送信される。エ
リアビーコンは、データコード部又は反転データコード部に登録されるビット情報が０で
ある場合、図１２（Ｃ）に示すように、論理値１を５００μｓ間送信し、論理値０を５０
０μｓ間送信する。また、エリアビーコンは、データコード部又は反転データコード部に
登録されるビット情報が１である場合、図１２（Ｄ）に示すように、論理値１を５００μ
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ｓ間送信し、論理値０を１５００μｓ間送信する。なお、エリアビーコンは、論理値１で
ある場合に発光し、論理値０である場合に発光しないものとする。
【０３５５】
　ストップビットは赤外線データの末尾を示す。エリアビーコンは、ストップビットとし
て、図１２（Ｅ）に示すように、論理値１を５００μｓ間送信する。
【０３５６】
　なお、図１２（Ｃ）及び（Ｄ）に示すように、データコード部又は反転データコード部
に登録されるビット情報が０か１によって、送信時間が異なる。しかし、データコード部
のあるビット情報を反転したビット情報が反転データコード部に登録されるので、例えば
、データコード部に登録される一つのビット情報が０であれば、反転コード部の対応する
ビット情報は１である。つまり、データコード部に登録されるあるビット情報と反転デー
タコード部の当該ビット情報に対応するビット情報とを送信するためにかかる時間は、必
ず３ｍｓとなる。データコード部及び反転データコード部にはこのビット情報の組が１６
個含まれるので、データコード部及び反転データコード部を送信するためにかかる時間は
、図１３（Ａ）に示すように、４８ｍｓとなる。
【０３５７】
　リーダコード部を送信するためにかかる時間は２ｍｓであるので、エリアビーコンが赤
外線データを送信するためにかかる時間は５０ｍｓで一定である。この５０ｍｓという時
間は、エリアビーコンが１０ｓに１回赤外線データを送信するとすれば、送信周期である
１０ｓに比べて十分短い時間であり、送信時間として好適である。
【０３５８】
　また、図１３（Ｆ）に示すように、エリアビーコンの発光パルスを短いパルスに変調す
る。具体的には、エリアビーコンの発光パルスを、４０ｋＨｚであってデューティ比が５
０パーセントのパルスに変調する。これによって、エリアビーコンが送信する赤外線デー
タの送信可能距離を長くし、赤外線発光時の表示電力を低減できる。
【０３５９】
　なお、エリアビーコンの変調周波数は４０ｋＨｚ以外であってもよい。
【０３６０】
　＜二種類の赤外線を同時に受信できることについての説明＞
　本発明の名札型センサ端末ＴＲは、他の名札型センサ端末から送信された赤外線データ
を受信する赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の赤外線フォトトランジスタ、及び、
エリアビーコンから送信された赤外線データを受信するエリアビーコン受信部ＡＢＲを備
える。以下では、名札型センサ端末間の赤外線データの通信を対面検出赤外線通信といい
、エリアビーコンと名札型センサ端末との間の赤外線データの通信をエリア検出赤外線通
信という。
【０３６１】
　一般に、同一の空間内で複数の種類の赤外線データが通信される場合、異なる種類の赤
外線データの衝突が問題になる。本発明の対面検出赤外線通信では赤外線データをパルス
通信し、本発明のエリア検出赤外線通信方式では変調した赤外線データを通信することに
よって、異なる種類の赤外線データの衝突による混信を低減できる。
【０３６２】
　対面検出赤外線通信方式では、図１２で説明したように、１ビットの送信時間は１６μ
ｓであり、赤外線データ全体の送信時間は０．６４ｍｓである。一方、エリア検出赤外線
通信方式では、図１３で説明したように、ビット情報が０である場合の送信時間は１ｍｓ
であり、ビット情報が１である場合の送信時間は２ｍｓであり、赤外線データ全体の送信
時間は５０ｓである。したがって、エリア検出赤外線通信方式における赤外線データ全体
の送信時間は、対面検出赤外線通信方式における赤外線データ全体の送信時間よりも約７
８倍大きい。
【０３６３】
　図１４は、本発明の実施形態の対面検出赤外線通信方式における赤外線データの送信時
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間とエリア検出赤外線通信方式における赤外線データの送信時間との比較図である。
【０３６４】
　図１４に示すように、対面検出赤外線通信方式における赤外線データの送信周期は１ｓ
周期であるのに対して、エリア検出赤外線通信方式における赤外線データの送信周期は１
０ｓ周期である。このため、対面検出赤外線通信方式における赤外線データの送信開始時
刻（ｔ１、ｔ２）とエリア検出赤外線通信方式における赤外線データの送信開示時刻（ｔ
１'、ｔ２'）とが同じになる可能性は低い。したがって、異なる種類の赤外線データの混
信が生じる可能性も低い。
【０３６５】
　また、エリア検出赤外線通信方式では変調された赤外線データを通信するため、エリア
ビーコン受信部ＡＢＲは、当該変調された赤外線データを復調する復調部を有する。この
ため、対面検出赤外線通信方式における赤外線データの送信時刻とエリア検出赤外線通信
方式における赤外線データの送信時刻とが同じになったとしても、エリアビーコン受信部
ＡＢＲの復調部は対面検出赤外線通信方式に用いられるパルスによる赤外線データを復調
できないため、エリアビーコン受信部ＡＢＲは、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６
によって送信された赤外線データをエリアビーコンによって送信された赤外線データとし
て受信しない。
【０３６６】
　なお、エリアビーコンが赤外線データを変調して送信し、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～
ＴＲＩＲ６が赤外線データを変調せずに送信する例を示したが、エリアビーコンが赤外線
データを変調せずに送信し、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６が赤外線データを変
調して送信しても、上述した例と同じく混信を防止できる。
【０３６７】
　また、エリアビーコン及び赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６が赤外線データを変
調してもよい。この場合、エリアビーコンの変調周波数と赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～Ｔ
ＲＩＲ６の変調周波数を異ならせる。これによって、エリアビーコン受信部ＡＢＲは、赤
外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６によって送信された赤外線データを復調できず、ま
た、赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６は、エリアビーコンによって送信された赤外
線データを復調できないので、混信を防止できる。
【０３６８】
　＜エリアビーコンの構成＞
　次に、エリアビーコンＡＢについて図１５を用いて説明する。図１５は、本発明の実施
形態のエリアビーコンＡＢの構成の説明図である。
【０３６９】
　本発明の実施形態では、会議室及び居室等の各部屋に１個又は２個のエリアビーコンＡ
Ｂが設定されることを想定する。したがって、エリアビーコンＡＢには、各部屋に配設さ
れたＡＢ１００Ｖのコンセントの近傍に配置され、当該コンセントからエリアビーコンに
接続されるＡＣアダプタを介して電源が供給される。
【０３７０】
　ＡＣアダプタによって供給された電源電圧（９Ｖ）は、電源レギュレータＡＢＲＥＧに
よって降圧され、マイコンＡＢＭＣＵ及び赤外線発光ダイオードＡＢＬＥＤを作動させる
電源電圧（Ｖｄｄ）として使用される。
【０３７１】
　マイコンＡＢＭＣＵは、ＩＤ設定用スイッチＡＢＩＤに設定されたエリアビーコンＡＢ
の識別情報（ＩＤ）を解釈して、当該識別情報を符号化する。そして、マイコンＡＢＭＣ
Ｕは、符号化した識別情報を変調して赤外線発光ダイオードＡＢＬＥＤを発光させること
によって、識別情報を示す赤外線データを送信する。
【０３７２】
　なお、赤外線発光ダイオードＡＢＬＥＤの発光強度は、電流制限抵抗ＡＢＲＥＳによっ
て調整できる。
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【０３７３】
　また、エリアビーコンＡＢは、より赤外線データをより広い空間に送信するために、赤
外線発光ダイオードＡＢＬＥＤを複数備えてもよい。
【０３７４】
　＜赤外線データの送受信シーケンス＞
　図１Ｂ及び図１Ｃで説明したように、名札型センサ端末ＴＲは基地局ＧＷと時刻を同期
し、当該時刻に基づいて各名札型センサ端末ＴＲ間で動作を同期する。
【０３７５】
　図１６は、本発明の実施形態の名札型センサ端末ＴＲの赤外線データの送受信のシーケ
ンスの説明図である。
【０３７６】
　図１６では、名札型センサ端末ＴＲ１の装着者と名札型センサ端末ＴＲ１の装着者とが
対面している場合に赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の赤外線データの送受信タイ
ミング、エリアビーコンＡＢの赤外線データの送信タイミング、及び名札型センサ端末Ｔ
Ｒ２のエリアビーコン受信部ＡＢＲの赤外線データの受信タイミングについて説明する。
【０３７７】
　名札型センサ端末ＴＲに備わる赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の赤外線発光ダ
イオードは、名札型センサ端末ＴＲの端末情報ＴＲＭＴを赤外線データとして、互いに異
なる時刻に周期的に送信する。
【０３７８】
　図１６（Ａ）は、名札型センサ端末ＴＲ１に備わる赤外線送受信機ＴＲＩＲ１の赤外線
発光ダイオードが、名札型センサ端末ＴＲ１の端末情報ＴＲＭＴを送信するタイミングを
示す。同様に、図１６（Ｂ）～図１６（Ｆ）は、名札型センサ端末ＴＲ１に備わる赤外線
送受信機ＴＲＩＲ２～ＴＲＩＲ６の赤外線発光ダイオードが、名札型センサ端末ＴＲ１の
端末情報ＴＲＭＴを送信するタイミングを示す。
【０３７９】
　名札型センサ端末ＴＲ２に備わる少なくとも一つの赤外線送受信機の赤外線フォトトラ
ンジスタが、名札型センサ端末ＴＲ１にすべての赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６
の赤外線発光ダイオードが赤外線データを１回送信するのにかかる時間の間だけ、受信可
能状態であれば、名札型センサ端末ＴＲ２は名札型センサ端末ＴＲ１の端末情報ＴＲＭＴ
を受信できる。
【０３８０】
　同じタイミングで受信可能状態となる赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の赤外線
フォトトランジスタの数は、少なければ少ないほど、名札型センサ端末ＴＲの消費電力を
低減できる。
【０３８１】
　図１６（Ｈ）～図１６（Ｍ）では、同じタイミングで受信可能状態となる赤外線送受信
機の数が一つである場合について例示する。
【０３８２】
　具体的には、図１６（Ｈ）に示すように、名札型センサ端末ＴＲ２の赤外線送受信機Ｔ
ＲＩＲ１の赤外線フォトトランジスタは、名札型センサ端末ＴＲ１の赤外線送受信機ＴＲ
ＩＲ１～ＴＲＩＲ６が赤外線データを少なくとも１回送信する間、受信可能状態となる。
【０３８３】
　また、図１６（Ｉ）～図１６（Ｍ）に示すように、名札型センサ端末ＴＲ２の赤外線送
受信機ＴＲＩＲ２～ＴＲＩＲ６の赤外線フォトトランジスタは、時分割で受信可能状態と
なるように制御される。
【０３８４】
　図１６に示すように、名札型センサ端末ＴＲの赤外線送受信部ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６
の赤外線フォトトランジスタが時分割で受信可能状態とすることによって、赤外線送受信
部ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の赤外線フォトトランジスタの消費電力を通常の１／６以下に
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【０３８５】
　なお、名札型センサ端末ＴＲが赤外線送受信部ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の赤外線フォト
トランジスタを時分割で受信可能状態とするためには、名札型センサ端末ＴＲは、他の名
札型センサ端末ＴＲのすべての赤外線送受信部ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ６の赤外線発光ダイ
オードが赤外線データを１回送信する時間を把握する必要があるが、上述したように、各
名札型センサ端末ＴＲは動作を同期するので、他の名札型センサ端末ＴＲが赤外線データ
の送信時間を把握できる。
【０３８６】
　図１６では、名札型センサ端末ＴＲ２の赤外線送受信機ＴＲＩＲ５及びＴＲＩＲ６の赤
外線フォトトランジスタが受信可能状態にある間、名札型センサ端末ＴＲ１の正面に配置
される赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の赤外線発光ダイオードは赤外線データを
送信せず、名札型センサ端末ＴＲ１の左側面及び右側面に配置される赤外線送受信機ＴＲ
ＩＲ５及びＴＲＩＲ６の赤外線発光ダイオードのみが赤外線データを送信する。
【０３８７】
　これによって、名札型センサ端末ＴＲの左側面及び右側面に配置された赤外線送受信機
ＴＲＩＲ５及びＴＲＩＲ６の赤外線フォトトランジスタが、他の名札型センサ端末ＴＲの
正面に配置された赤外線送受信機ＴＲＩＲ１～ＴＲＩＲ４の赤外線発光ダイオードによっ
て赤外線データを受信することを防止できる。すなわち、名札型センサ端末ＴＲは、装着
者と、当該装着者の横方向に位置し、単に当該装着者の方を向いている装着者との対面を
誤検出することを防止できる。
【０３８８】
　また、名札型センサ端末ＴＲ同士は処理を同期しているので、常に赤外線データを送受
信しなくてもよく、名札型センサ端末ＴＲは、赤外線データを送受信しない間の名札型セ
ンサ端末のマイクロコンピュータＭＣＵを、通常状態よりも消費電力が低い低消費電力状
態に切り替えてもよい。これによって、名札型センサ端末ＴＲの消費電力を低減できる。
【０３８９】
　以上によって、本発明によれば、複数の光送受信部の光軸が、筐体の外側方向に向かっ
て近づくように、複数の光送受信部を配置する。これによって、筐体の開口部を小さくす
ることができ、名札型センサ端末ＴＲの小型化し、名札型センサ端末ＴＲの堅牢性を向上
させることができる。
【０３９０】
　また、複数の光送受信部をフレキシブル基板に実装し、フレキシブル基板に光送受信部
への配線を実装することによって、本体基板と光送受信部とをワイヤ接続する場合よりも
、配線を短くすることができ、光を放射する場合の各種センサへのノイズを低減できる。
【０３９１】
　以上、本発明を添付の図面を参照して詳細に説明したが、本発明はこのような具体的構
成に限定されるものではなく、添付した請求の範囲の趣旨内における様々な変更及び同等
の構成を含むものである。
【産業上の利用可能性】
【０３９２】
　本発明は、装着者の対面を検出するために光通信を用いるセンサ端末に適用することが
できる。
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